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このテキストの使いかた

日頃の学習では・・・

• テキストをていねいに読んでいきましょう。

このテキストは、きちんと言葉を使ってていねいな説明が書かれています。記号や

数式が並んでいるだけの、意味不明のものではありません。ひとことひとこと言葉

を大切にして、解き方ではなく考え方を学び取るようにしてください。そして、書

いてあることに対して、「あーそういうことか」とか「えーよくわからない」とか

「これ、ちがうんじゃないの？」といった反応をしてください。数学は自分の頭を

使って考えていく科目ですから立ち止まって考えることがとても大切なのです。

• テスト直前に勉強を始めるのではなく、テストで力を発揮できるように前もって準

備をしておきましょう。

数学のように、自分の頭を使って「あーでもない、こーでもない」と考えながら学

んでいく科目では、学習を始めてからしばらくの間はなかなか成果が出ない事があ

ります。しかし少し我慢をして学習を続けていくうちに、あるとき、驚くような力

が付いていることに気づくことがあります。 つまり、実力は初めのうちはゆっく

り伸びていき、あとからぐんと伸びることが多いのです。

• 例題を学ぶときには、解答を読む前に、できればまず自分の力で解くことができる

かどうか試してみましょう。

数学の学習では、誰かから教わっただけのことよりも自分で悩んで考えたことの
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ほうがよく身につきます。紙と筆記用具を使って実際に答案を書いてみてくださ

い。それができたらテキストの解答をていねいに読んで自分の考えと比べてみま

しょう。

• 例題の学習ができたら、この問題がテストに出ても自分の力だけで解けるかどうか

想像してみましょう。そして心配なものには印を付けておきましょう。

日頃から自分の実力をつかんでおくとテスト対策がしやすくなります。

• 問はもちろん、まず自分の力で解くことができるかどうか試してみてください。

紙と筆記用具を使って実際に答案を書いてみてください。それができたらテキスト

の解答をていねいに読んで自分の考えと比べてみましょう。そうすれば理解が深ま

るでしょう。

• 問を解き終わって答え合わせをしたら、間違ったものには印を付けておきましょう。

日頃から自分の実力をつかんでおくとテスト対策がしやすくなります。

• ひとつのひとつの節を読み終わったら、どんなことをその節で学んだのか思い出し

て「あらすじ」を言えるようにしておきましょう。紙と筆記用具を用意して、誰か

にあらすじを伝えるにはどんなふうに説明すればよいか考え、文章を書いてみると

とても効果があります。

中学生に「今日は学校の数学の授業でどんなことを勉強したの？」と聞いてみる

と、「えーと、何だっけ、そうだ、傾きとか習った。」と断片的なことを言えたりす

ることはあるのですが、改めて、「へぇ、ところで傾きってなんなの？」と聞いて

みると「えー、何だっけ、そうだ、なんか計算したり直線を描いてた。」ぐらいの

答えしか返ってこないことが多いのです。専門用語を正しく言えるようになること

も必要なことかもしれませんが、そんなことより大切なのは「どんなお話を学んだ

のか」ということです。数学は意味の無い記号操作を学ぶ科目ではなく、ちゃんと

したストーリーがあるものを学んでいるのです。ですから「お話のあらすじ」を理
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解しておくことが大切なのです。

定期テスト対策では・・・

「日頃の学習」のところにも書いてありますが、数学のような科目は力がつくまでに時

間のかかる科目です。テストに備えて十分な日数を確保しておきましょう。そして、「日

頃の学習」で心配な例題や間違った問にちゃんと印を付けているとテスト対策が楽になり

ます。

• テキストから試験範囲の例題や問を探して、印のついていないものがちゃんと解け

るかどうか試してみましょう。

• 印を付けた例題や問を繰り返し復習して、テストに出ても大丈夫な問題を少しでも

増やしておきましょう。
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第1章

場合の数と確率

1.1 場合の数：全部で起きることは何通り？

これから、いろいろな「実験」について考えます。「実験」といっても、理科室で行わ

れるような実験というわけではありません。「サイコロを 1個投げる実験」とか、「10円

硬貨と 100円硬貨を同時に投げる実験」とか、「Aさん、Bさんの 2人でジャンケンをす

る実験」のような「実験」のことを考えます。（「実験」という言葉を使うのは少し大げさ

と思う人もいるかもも知れませんね。しかし、他によい言葉が見つからないので「実験」

ということにします。「実験」というのは、「やってみないと何が起こるのかわからない」

から行うものです。そう考えると、例えば「サイコロを 1個投げる」ということもある意

味立派な実験だと思いませんか。だって、やってみないと、どの目が出るのかわからない

ですよね。）そして、私たちは、「このような実験を行うと、起こりうることは全部で何通

りあるのか」ということを考えていくことにします。それではこれから、いくつかの実験

について例を使って学んでいくことにしましょう。

例 1 1個のサイコロを 1回投げる実験を行うと、どんな出来事 � �� � � �� � � �� �
� �� � � �� � � �� �が起こりうるのでしょうか。

右の図を見てください。サイコロを使ったことがある人は知っ

ていると思いますが、起こりうることは、
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「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、

「4の目が出る」、「5の目が出る」、「6の目が出る」

ということですね。ですから、起こりうる出来事は全部で 6通りですよね。

例 2 1枚の 10円硬貨を 1回投げる実験を行うと、どんな出来事が起こりうるのでしょ

うか。

まぁ、普通に考えると、

「表が出る」、「裏が出る」

の 2通りですよね。

もしかすると、この考えに不満な人もいるかも知れま

せんね。右のように、「絶妙なバランスで 10円硬貨が立

つ」ということも起きるじゃんと考える人もいますよね。

でも、今はそういうことは考えないことにしましょう。

そういうことは、無視することにするのです。これは人

間の勝手な都合ですが、極めて起こりにくいことなので考えにいれないことにして、話が

あまり難しくならないようにしているのです。

例 3 右のような、1、2、3、4、5の数を 1つ

ずつ記入してある 5枚のカードがあるとしま

す。この 5枚のカードをよく切って、その中

から 1枚引くという実験を行うとどんな出来事が起こりうるのでしょうか。

もちろん、

• 「1の数が書かれたカードが出る」

• 「2の数が書かれたカードが出る」

• 「3の数が書かれたカードが出る」

• 「4の数が書かれたカードが出る」

• 「5の数が書かれたカードが出る」

という 5通りのことが起こりえますね。
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問 1. 右のように、トランプのカードの中か

ら、「ハートのエース」、「クラブの 5」、「ス

ペードの 10」の 3 枚を用意します。これら

のカードをよくまぜてから 1枚引くという実

験をするとどんな出来事が起こりうるでしょ

うか。起こりうることを全て書きなさい。また、起こりうることは全部で何通りなのか答

えなさい。 答えを見る

問 2. 1セットのトランプからジョーカーを除いておき、よく切ってから 1枚引きます。

起こりうることは全部で何通りですか。 答えを見る

さて、ここから、少し複雑な実験について考えることにしましょう。

例題 1 10 円硬貨 1 枚と 100 円硬貨 1 枚を用意しておき、同時に投げる実験をします。

このとき起こりうることはどんなことですか。全部書きなさい。

解答

10円硬貨にも 100円硬貨にも表と裏がありますね。そしてこの 2枚の硬貨を投げたと

き、「10円硬貨が表になったら 100円硬貨は表になれない」とか、「10円硬貨が裏になっ

たら 100円硬貨は表になれない」ということはないですよね。つまり、10円硬貨も 100

円硬貨も相手に関係なく、自由に表になったり裏になったりできるわけです。

というわけで、起こりうることは全部で、

「10円硬貨は表になり、100円硬貨は表になる」

「10円硬貨は表になり、100円硬貨は裏になる」

「10円硬貨は裏になり、100円硬貨は表になる」

「10円硬貨は裏になり、100円硬貨は裏になる」

の 4通りですね。
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この例題の答えはもう出たのですが、大切な話があるのでもう少し詳しく考えてみるこ

とにします。

念のため、起こりうる出来事を右にまとめておきまし
10円 · · · 表 10円 · · · 表

10円 · · · 表 10円 · · · 裏

10円 · · · 裏 10円 · · · 表

10円 · · · 裏 10円 · · · 裏

た。前に、「10 円硬貨も 100 円硬貨も相手に関係なく、

自由に表になったり裏になったりできる」といいました

が覚えていますか？

つまり、例えば、

「10
::::::
円
::::
が
::::::
表
::::
だ
::::
と
::::
し
::::::
て
::::
も
::::
、100円は表のこともあるし裏のこともある」

わけです。

このようなことに気付いた人は、よく、右のような図を作り

10円 100円

表
表

裏

ます。この図で、「10円」の下に書いてある「表」の所から枝が

2本出ていることに注目してください。さっきも言ったように、

「10円が表だとしても、100円は表のこともあるし裏のこともあ

る」ので枝が 2本出ているのです。

また、同じように、

「10
::::::
円
::::
が
::::::
裏
::::
だ
::::
と
::::
し
::::::
て
::::
も
::::
、100円は表のこともあるし裏のこともある」

わけです。

このようなことに気付いた人は、よく、右のような図を作り

10円 100円

裏
表

裏

ます。この図で、「10円」の下に書いてある「裏」の所から枝が

2本出ていることに注目してください。さっきも言ったように、

「10円が裏だとしても、100円は表のこともあるし裏のこともあ

る」ので枝が 2本出ているのです。

このような図の作り方が理解できた人は、「あー、だったら、この 2つの図を縦に並べ

てくっつけておけば、どんなことが起こるのか全部わかる図が完成するじゃん。」って思

うのではないでしょうか。
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そうすると、右のような図が出来上がることになります。こ

10円 100円

表
表

裏

裏
表

裏

の図には 10 円硬貨 1 枚と 100 円硬貨 1 枚を投げたときに起こ

りうることが全て書かれているのです。

この図のように、枝を書いて起こりうることを全て図にした

ものは　樹形図と呼ばれています。（木の幹から枝が出て分かれ

ていくような形に見えますよね。つまり、樹のような形に見え

ますよね。）

問 3. Aさん、Bさんの 2人がじゃんけんをします。樹形図を作って、起こりうること

はどんなことなのか全て調べなさい。 答えを見る

問 4. 1、2、3、4の数が 1つずつ記入されている 4枚のカードがあるとします。これら

のカードをよく切ってまず 1 枚引き、出たカードの数を覚えます。次は、さっき引いた

カードはもとへ戻さないで、もう 1枚カードを引き出たカードの数を覚えます。（合計で

2枚のカードを引いていますよね。）樹形図を作って、起こりうることはどんなことなのか

全て調べなさい。 答えを見る

例題 2 10円硬貨を 2枚用意しておき、同時に 2枚投げる実験をします。このとき、起

こりうることはどんなことですか。全て答えなさい。

解答

なんか、この例題って、例題 1と似ていると思いませんか？たしか、例題 1って 10円

硬貨 1枚と 100円硬貨 1枚を同時に投げる実験の話でしたよね。この例題でも、硬貨を 2

枚同時に投げますが、2枚とも 10円硬貨ですね。例題 1と同じように考えてもよいので

しょうか。それでは何人かの人に意見を聞いてみることにします。

Aさんの考え 例題 1もこの例題も 2枚の硬貨を同時に投げるのは同じですが、違う硬貨

を 1 枚づつ投げるのと同じ硬貨を 2 枚投げるのではやっぱり違いがあると思いま

す。私の考えでは、2枚の 10円硬貨を同時に投げるときに起こりうることは、
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「2枚とも表が出る」、「1枚は表が出て、もう 1枚は裏が出る」、「2枚とも

裏が出る」

の 3通りです。

この Aさんの考えを聞いていた B君が「いや、それは違う。」と言い出しました。

えー、でも Aさんが言った 3通りの出来事ですが、そういうことって起こること

ありますよね。ということは、まさか、このほかにも何か起こりうることがあるの

でしょうか。それでは B君の意見を聞いてみることにしましょう。

B君の考え 2枚とも 10円硬貨とは言っても、2枚の 10円硬貨は、「違う」10円硬貨で

す。つまり、2枚の 10円硬貨をよく見て調べれば、例えば色が少し違っていると

か、例えばどちらかの 10 円硬貨はキズが多いけれどもう片方の 10 円硬貨はキズ

があまりないとか、例えば片方は「ギザ 10」だけどもう片方は普通の 10円硬貨」

とか、例えば片方は平成 21年の硬貨だけどもう片方は昭和 58年の硬貨だとか、と

にかく絶対ちゃんと区別できるんです。だから僕は 2枚の 10円硬貨を「10円その

1」と「10円その 2って呼んでちゃんと区別することにします。そうすると、この

話は本質的に例題 1と同じことなんです。

右の図を見てください。これが僕の作った樹形図で

10円その 1 10円その 2

表
表

裏

裏
表

裏

す。2枚の 10円硬貨はちゃんと区別できるので、10

円硬貨と 100 円硬貨があるのと同じようなものなん

です。Aさんは、「1枚が表が出て、1枚は裏が出る」

なんて気楽に言っていましたが、詳しく考えればそれ

だって、

「10円その 1は表が出て、10円その 2は裏が出る」

「10円その 1は裏が出て、10円その 2は表が出る」

という 2 通りの出来事なんです。A さんの考えではこの 2 通りの出来事が区別で

きていないので、答えが 3通りになってしまったのです。というわけで、僕の考え
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では、起こりうることは全部で 4通りです。

さて、あなたは Aさんの考えと B君の考えではどちらの考えがよいと思いますか。

問 5. 例題 2をよく考えた人のための問題です。例題 2の解答の中に登場した Aさんと

B 君の考えをよく思い出してください。そして、次の話を読んで以下の問に答えてくだ

さい。

「5本のくじがあり、そのうちの 2本は当たりくじです。このくじを 1回引きます。こ

のとき起こりうることはどんなことですか。全部答えなさい。」

(1) Aさんの考えと同じように考えると、起こりうることはどんなことですか。全部答

えなさい。

(2) B君の考えと同じように考えると、起こりうることはどんなことですか。全部答え

なさい。

答えを見る

問 6. 問 5をきちんと考えた人のための問題です。世の中には起こりやすい出来事もあ

れば起こりにくいこともありますよね。このことをしっかり頭に入れてさっきの問 5の話

を続けることにします。

(1) 問 5の話では、Aさんの考えのように考えるときっと、起こりうる出来事は

「くじが当たる」、「くじが外れる」

の 2通りということになりそうですよね。そこであなたに質問です。「くじが当た

る」という出来事と「くじが外れる」という出来事では、起こりやすさに違いはあ

るでしょうか。

(2) 問 5 の話では、B さんの考えのように考えるときっと次のようになると思われま

す。つまり、まず 5本のくじに番号をつけて、「くじ 1⃝」、「くじ 2⃝」、「くじ 3⃝」、「く

じ 4⃝」、「くじ 5⃝」と呼ぶことにします。そうすると、起こりうる出来事は、
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「くじ 1⃝が出る」、「くじ 2⃝が出る」、「くじ 3⃝が出る」、「くじ 4⃝が出る」、「く

じ 5⃝が出る」

の 5 通りということになりそうですよね。そこであなたに質問です。この 5 通り

の出来事ですが、起こりやすさに違いはあるでしょうか。

答えを見る

問 7. 例題 2をよく思い出してください。たしか、2枚の 10円硬貨を同時に投げる話で

したね。

(1) Aさんは「2枚とも表が出る」、「1枚は表が出て、もう 1枚は裏が出る」、「2枚と

も裏が出る」という 3通りの出来事があると答えていましたね。ところで、この 3

通りの出来事ですが、起こりやすさに違いはあるでしょうか。

(2) B君は 2枚の 10円硬貨を区別してまず、「10円その 1」と「10円その 2」と呼ぶ

ことにしましたね。そして、「10円その 1は表が出て、10円その 2は表が出る」、

「10円その 1は表が出て、10円その 2は裏が出る」、「10円その 1は裏が出て、10

円その 2は表が出る」「10円その 1は裏が出て、10円その 2は裏が出る」という 4

通りの出来事があると答えていましたね。ところで、この 4通りの出来事ですが、

起こりやすさに違いはあるでしょうか。

答えを見る

例題 3 4人の生徒 A、B、C、Dがいるとします。この 4人はあるクラブのメンバーな

のですが、くじ引きをして、この 4人から 2人を選び、部長と副部長を決めることにしま

す。このくじ引きをしたとき、起こりうることを全て書きなさい。（同じ人が部長と副部

長の両方を兼ねることはできないことにします。）
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解答

くじ引きをすると、例えば、Aさんが部長に選ばれること

部長 副部長

A

B

C

D

B

A

C

D

C

A

B

D

D

A

B

C

がありますよね。もちろん、Bさんが部長に選ばれることも

ありますし、Cさんが部長に選ばれることもありますし、D

さんが部長に選ばれることもありますね。

ではここで、例えば A さんが部長に選ばれているときの

ことを考えてみましょう。このとき副部長として誰が選ば

れているかを気にしてみると、Bさんが選ばれていることも

考えられますし、Cさんが選ばれていることも考えられます

し、Dさんが選ばれていることも考えられるわけです。つま

り、A さんが部長に選ばれているときは、A さん以外の人

が副部長になれるのです。ですから、樹形図を作るときは、

「部長 A」のところから枝が 3本出ることになりますね。

そんなふうに考えていくと、誰が部長になっているときで

も、部長の所から枝が 3 本出るということがわかるでしょ

う。そうすると、右のような樹形図を作ることができると思

います。

この樹形図には起こりうることが全て書かれてかれてい

ます。起こりうることは全部で 12通りあリますね。

例題 4 生徒 A、B、C、D がいるとします。くじ引きをしてこの 4 人から 2 人を選び、

チームを作ります。起こりうる出来事（つまり作ることのできるチーム）を全て書きな

さい。
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解答

この問題って、前の例題 3 と似ていますが違いもありますよね。この問題も例題 3 も

4人から 2人を選ぶ話ですが、例題 3 では選ばれた 2人のうち 1人は部長、もう 1 人は

副部長になるのでした。ですから例題 3では例えば、「Aさんが部長で Bさんが副部長に

なる」という出来事と「Bさんが部長で Aさんが副部長になる」という出来事は違う出

来事なのですよね。しかし、この問題では 2人が選ばれるだけで「どっちの人が部長？」

といった区別はしていません。ですから、Aさんと Bさんが選ばれたチームと、Bさん

と Aさんが選ばれてできたチームは区別できないのです。どちらのように考えても結局

同じチームなのですから。このようなことに気をつけて、樹形図を作っていくことにしま

しょう。

まず、チームに入る 2 人のうち 1 人目を誰に
1 人目 2 人目

A 　

　

　

B 　

　

　

　

C 　

　

　

D 　

　

　

　

するのか考えることにしましょう。もちろん A

さんでもよいですし、Bさんでもよいですし、C

さんでもよいですし、Dさんでもよいですよね。

というわけで、まず右のような図を作ります。1

人目のところに、A、B、C、Dの 4人を縦に並

べて書いておくのです。

次に、チームに入る 2人のうち 2人目を誰にするのか考えることにしましょう。
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例えば、1人目に Aさんが選ばれていると、2
1 人目 2 人目 チームのメンバー

A

B A さん、B さん

C A さん、C さん

D A さん、D さん

B

C

D

人目は、B さんでもよいですし、C さんでもよ

いですし、Dさんでもよいですよね。つまり、1

人目に Aさんが選ばれていると、Aさん以外の

3人から選ぶことになるわけです。ですから、1

人目の Aさんのところから 3本枝が出ることに

なります。というわけで、右の図のように樹形

図は進化します。

今度は、例えば 1人目に Bさんが選ばれているときのことを考えてみましょう。この

1 人目 2 人目 チームのメンバー

A

B A さん、B さん

C A さん、C さん

D A さん、D さん

B
C B さん、C さん

D B さん、D さん

C

D

ときは 2 人目を A さんにすることはできません。もし、2 人目を A さんにしてしまう

と、チームのメンバーは「Bさんと Aさん」になるわけですが、このチームはもうとっ

くに作ってあるのです。さっき、1 人目が A さ

んのときのことを考えましたね。そのとき 2 人

目を Bさんにすることができましたが、そうす

るとチームのメンバーは「Aさんと Bさん」に

なります。このチームって「B さんと A さん」

がメンバーになっているチームと同じですよね。

というわけで、今さら 2人目が Aさんの話をす

る必要はないのです。ですから 2 人目は、C さ

んか Dさんということになります。このように

考えていくと、右の図のように樹形図は進化し

ます。



18 第 1章 場合の数と確率

今度は、例えば 1人目に Cさんが選ばれているときのことを考えてみましょう。この

1 人目 2 人目 チームのメンバー

A

B A さん、B さん

C A さん、C さん

D A さん、D さん

B
C B さん、C さん

D B さん、D さん

C D C さん、D さん

D

ときは 2人目を Aさんや Bさんにすることはできません。もし、2人目を Aさんにして

しまうと、チームのメンバーは「Cさんと Aさ

ん」になるわけですが、このチームはもうとっく

に作ってあるのです。また、2 人目を B さんに

してしまうと、チームのメンバーは「Cさんと B

さん」になるわけですが、このチームももうとっ

くに作ってあるのです。というわけで、今さら 2

人目が Aさんや Bさんの話をする必要はないの

です。ですから 2 人目は、D さんということに

なります。このように考えていくと、右の図の

ように樹形図は進化します。

最後に 1 人目に D さんが選ばれているときのことを考えてみましょう。このときは 2

1 人目 2 人目 チームのメンバー

A

B A さん、B さん

C A さん、C さん

D A さん、D さん

B
C B さん、C さん

D B さん、D さん

C D C さん、D さん

人目を A さんや B さんや C さんにすることはできません。もし、2 人目を A さんにし

てしまうと、チームのメンバーは「Dさんと Aさん」になるわけですが、このチームは

もうとっくに作ってあるのです。2 人目を B さんにしてしまうと、チームのメンバーは

「Dさんと Bさん」になるわけですが、このチームももうとっくに作ってあるのです。2

人目を Cさんにしてしまうと、チームのメンバーは「Dさんと Cさん」になるわけです

が、このチームももうとっくに作ってあるので

す。というわけで、今さら 2人目が Aさんや B

さんや Cさんの話をする必要はないのです。で

すから 2人目に選ぶことのできる人はいません。

このように考えていくと、もう樹形図は進化さ

せる必要はありません。むしろ、1 人目が D さ

んになっているところを消してよいということ

になります。というわけで、樹形図は右のよう
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になります。

これで調査は終わりですよね。今まで学んできたいろいろな問題と同じように、1つ 1

つ順番に考えて樹形図を作っていきました。そのとき、も
::::
う
::::::
と
::::
っ
::::
く
::::
に
::::::
で
::::
き
::::
て
::::
い
::::::
る
::::::
チ
::::
ー
::::
ム
::::::
は
::::::

書
::::
か
::::::
な
::::::
い
::::
ということが大切なのです。

出来上がった樹形図を見ると、作られることのあるチームは、

「A さんと B さんのチーム」、「A さんと C さんのチーム」、「A さんと D さんの

チーム」、

「Bさんと Cさんのチーム」、「Bさんと Dさんのチーム」、

「Cさんと Dさんのチーム」

の 6通りということになります。

問 8. A、B、C、D、Eの 5人の人の中から委員長と副委員長を 1人ずつ選びます。何

通りの選び方があるのか、樹形図を使って調べなさい。 答えを見る

問 9. A、B、C、D、Eの 5人の人の中から 2人の委員を選びます。何通りの選び方が

あるのか、樹形図を使って調べなさい。 答えを見る

1.2 確率ってなに？（その 1）

これから「そもそも確率って何のことなんだろう」ということを考えていきます。その

ため、まずあなたに質問したいことがあります。

質問 1 正しく作られたサイコロを 1つ用意して、1回投げる実験をします。もしあなた

が「4の目が出る確率はどれだけですか？」と聞かれたら、何と答えますか。

おそらく、あなたも含めてほとんどの人が「 1
6
です。」と答えることでしょう。でも、

どうして「 1
6
です。」と答えるのでしょうか。 1

6
という分数の「分母に書いてある 6」や、

「分子に書いてある 1」にはどんな意味があるのでしょうか。10 分待ちます。どうして、

この質問の答えが「 1
6
」なのか、理由を考えて説明してください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

はい、10分たちました。どうして質問の答えが「 1
6
」なのか、説明できますか？ちゃん

と考えた人だけこの先を読んでください。

えーと、向こうにいる X君が自信ありそうな感じで手をあげています。それでは X君

の意見を聞いてみることにしましょう。

X君の意見 サイコロを 1回投げると、起こりうる出来事は、

「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「4の目が出る」、「5の

目が出る」、「6の目が出る」

の 6 通りです。そして今、これらの出来事のうち、「4 の目が出る」という出来事

に注目したときの確率の話をしているわけです。「4の目が出る」という出来事は 6

通りの出来事のうちの 1通りです。だから、4の目が出る「確率」は 1
6
と考える

のです。つまり、「 1
6
」の分母にある「6」は「全部で起こりうることは 6通り」と

いうことを意味していて、分子にある「1」は「起こりうるできごとのうち注目し

ているできごとは 1通り」であるということを意味しているのだと思います。

X君どうもありがとうございました。とてもしっかり説明してくれましたね。さて、こ

の X君の意見ですが、あなたはどう思いましたか？あなたの考えと同じでしたか？ X君

の意見は、か
::::::
な
::::::
り
::::
正しい考えです。ですが、完璧ではないのです。1つ、大事な話が抜け

ているのです。何が抜けているのか知るために、次の質問を考えてみてください。

質問 2 サイコロを 1つ用意して、1回投げる実験をします。ただしこのサイコロは、外
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から見る限り普通のサイコロと全く同じように見えるのですが、実は中に「おも

り」が埋め込んであり 4の目がよく出るように作られています。もしあなたが「4

の目が出る確率はどれだけですか？」と聞かれたら、何と答えますか。

おそらく、あなたも含めてほとんどの人が「 1
6
です。」とは答えな

::::
い
::::::
でしょう。だって、

このサイコロ、4の目がよく出るように作られているんですよね。だったら、「4の目が出

る確率は 1
6
より大きい」って答えたくなりますよね。もちろんこの質問 2に出てくるサ

イコロでも、起こりうる出来事は、

「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「4の目が出る」、「5の目が出

る」、「6の目が出る」

の 6通りです。しかしこのサイコロでは、こ
::::
れ
::::
ら
::::
の
::::::

6
::::
通
::::
り
::::
の
::::::
出
::::
来
::::
事
::::
で
::::::
は
::::
起
::::
こ
::::
り
::::::
や
::::::
す
::::
さ
::::
に
::::::
違
::::::

い
::::
が
::::::
あ
::::::
る
::::
のですよね。例えば「1の目が出る」という出来事より、「4の目が出る」という

出来事のほうが起こりやすいのですよね。ですから、これらの 6通りの出来事を対等に比

べてはいけないのです。ところで質問 1 のサイコロはどうなのでしょう。質問 1 に出て

くるサイコロは正しく作られているサイコロでしたね。ですから、「1の目が出る」、「2の

目が出る」、「3の目が出る」、「4の目が出る」、「5の目が出る」、「6の目が出る」という 6
::::

通
::::
り
::::::::
の
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
の
::::
起
::::
こ
::::
り
::::::
や
::::
す
::::
さ
::::
は
::::::
同
::::
じ
::::
なのです。正しく作られているので、「1の目が出る」

という出来事より、「4の目が出る」という出来事のほうが起こりやすいなどということは

ないのです。このようなとき、数学では「これらの 6通りの出来事は同様に確からしい」

といいます。つまり、「同様に確からしい」とは「どの出来事も起こりやすさは同じであ

る」という意味です。そして「
::
確
::::::
率
::::
」
::::
と
::::
い
::::::
う
::::
も
::::
の
::::
が
::::::::
「

::
起
::::
こ
::::
り
::::::
や
::::
す
::::
さ
::::
を
::::::
数
::::
で
::::
表
::::
し
::::::
た
::::::
も
::::
の
::::
」
::::
だ
::::::

と
::::
す
::::::
る
::::::
と
::::
、
::::
起
::::
こ
::::::
り
::::
や
::::
す
::::
さ
::::::
の
::::
同
::::
じ
::::
出
::::::
来
::::
事
::::
を
::::
対
::::::
等
::::
に
::::
比
::::
べ
::::::
て
::::
考
::::
え
::::
な
::::::
け
::::
ら
::::
ば
::::
な
::::::
ら
::::
な
::::
い
::::
はずです。

X君は質問 1に答えるときに、「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「4

の目が出る」、「5の目が出る」、「6の目が出る」という 6通りの出来事の起こりやすさは

同じであるということもちゃんと言えばよかったのです。

それでは、質問 1と質問 2を考えて発見した大事なことをまとめておくことにしましょ

う。



22 第 1章 場合の数と確率

大事なこと：確率を値を考えるときには · · ·

ある実験についてある出来事が起きる確率の値を考えるときには、起こりうる出来

事がどれも同じ起こりやすさであるのかどうか気にしなくてはなりません。つま

り、起こりやすさの同じことを対等に扱わなくてはならないのです。

ではここで、もう一度質問 1を振り返ってみることにします。

再び質問 1 正しく作られたサイコロを 1つ用意して、1回投げる実験をします。もしあ

なたが「4の目が出る確率はどれだけですか？」と聞かれたら、何と答えますか。

この質問に対しては、ほとんどの人が「 1
6
です。」と答えるわけですよね。この答えで

正しいわけですが、どうして 1
6
と考えるのか振り返ってみます。ポイントは次の 3 つ

です。

1⃝ 起
::::
こ
::::::
り
::::::
う
::::
る
::::
こ
::::
と
::::::
は
::::
全
::::
部
::::
で
::::::
、「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「4の目

が出る」、「5の目が出る」、「6の目が出る」という 6
::::
通
::::
り
::::::
であるということ。

2⃝ こ
::::
れ
::::::
ら
::::::
の
::::::

6
::
通
::::::
り
::::
の
::::
出
::::::
来
::::
事
::::
は
::::
同
::::::
様
::::
に
::::
確
::::
か
::::::
ら
::::
し
::::
い
::::
ということ。つまり、これらの 6通りの

出来事は起こりやすさは同じなので対等に扱うことができるということ。

3⃝ 今
::::
注
::::::
目
::::::
し
::::
て
::::
い
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::
は
::::::
「4の目が出る」という 1

::
通
::::::
り
::::
であるということ。

というわけで、正しく作られたサイコロを 1つ用意して、1回投げる実験をするとき、「4

の目が出る」という出来事は「対
::::
等
::::
に
::::::
比
::::::
べ
::::
る
::::
こ
::::
と
::::::
の
::::
で
::::
き
::::
る
::::::

6通りの出来事のうちの 1通り」

ということになるので、「4の目が出る確率は 1
6
」と答えることになるのです。

これまで質問 1と質問 2でサイコロの話を使って考えてきましたが、確率っていったい

何なのか、大体わかってもらえてのではないでしょうか。それではいよいよここで、正式

に、「そもそも確率とは何か」という話をすることにしましょう。
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確率ってそもそもなに？（その 1）

ある実験をすることにします。このとき、起こりうることが全部で n 通りあると

します。ただし、これらの n通りの出来事は、同様に確からしいとします。（つま

り、n 通りのどの出来事も、起こりやすさは同じになっているとします。) また、

この実験で起こりうる n通りの出来事のうち、注目している出来事が a通りある

とします。

このとき、この実験では、

注目している出来事が起こる確率は a
n
である

と考えることに決めるのです。

わかってもらえたでしょうか。これからいくつかの例題を解きながら、理解を深めててい

くことにしましょう。

例題 5 正しく作られたサイコロを 1個用意し、1回投げる実験をします。このとき、「偶

数の目が出る」という出来事が起こる確率はどれだけですか。

解答

まず、この実験では、起こりうることが全部で何通りあるのか調べます。それは、もち

ろん、

「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「4の目が出る」、「5の目が出

る」、「6の目が出る」

という 6通りですね。そして、これらの 6通りの出来事の起こりやすさは同じですよね。

（つまり、これらの 6通りの出来事は、同様に確からしいということです。）

ところで、この問題では、「偶数の目が出る確率」を求めるわけですから、「偶数の目が

出る」という出来事に注目しているわけです。
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6通りある起こりうることのうち、「偶数の目が出る」のは「2
1の目が出る

2の目が出る ⃝

3の目が出る

4の目が出る ⃝

5の目が出る

6の目が出る ⃝

の目が出る」という来事と、「4の目が出る」という出来事と「6

の目が出る」といつ出来事の 3通りです。念のため、右のまと

めも見てください。「起こりうること」を全部書き出して、「偶

数のが出る」出来事に丸印をつけてみました。

これで、この問題の答えを求める準備ができましたね。この

実験では起こりうることは全部で 6通りあり、これらの 6通り

の出来事は同様に確からしいのでしたね。そして、この 6通りに出来事のうち「偶数の目

が出る」という出来事は 3通りあるわけです。ですから、

偶数の目が出る確率 = 3
6

= 1
2

となります。

問 10. 正しく作られたサイコロを 1個用意し、1回投げる実験をします。これから、「6

の約数が出る」という出来事が起こる確率について考えます。次の問に順に答えることに

よって、丁寧に考えていきなさい。

(1) この実験では、起こりうることは全部で何通りですか。

(2) (1) で答えた出来事はどれも同様に確からしいですか。

(3) この問題の実験では「6 の約数が出る」という出来事に注目しているのでしたね。

「6の約数が出る」という出来事は何通りありますか。

(4) もう一度 (1)、(2)、(3)の答えを考えに入れて、「この実験をしたときに 6の約数が

出る確率」を求めなさい。

答えを見る
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問 11. 1、2、3、4、5、6、7、8、9、10の数を 1つずつ記入した 10枚のカードがありま

す。このカードをよく切って 1枚引くことにします。次の問に答えなさい。

(1) 引いたカードが 3の倍数である確率を求めなさい。

(2) 引いたカードが 8の約数である確率を求めなさい。

答えを見る

問 12. ジョーカーを除く 52枚のトランプのカードをよく切ってから 1枚引きます。そ

のカードがスペードである確率を、次の問に順に答えることによって、丁寧に考えていき

なさい。

(1) 起こりうることは全部で何通りありますか。

(2) 起こりうることはどれも同様に確からしいですか。

(3) 注目している出来事、つまり「スペードが出る」という出来事は何通りありますか。

(4) 引いたカードがスペードである確率を求めなさい。

答えを見る

例題 6 10円硬貨を 1枚と 100円硬貨を 1枚用意し、同時に投げる実験をします。この

とき、「10円硬貨は裏、100円硬貨は表」となる確率を求めなさい。

解答

まず、起こりうる事が全部で何通りあるのか調べますよね。

10円 100円

表
表

裏

裏
表

裏

この問題は少し話が複雑なので、樹形図を作って起こりうる

ことを全て調べることにします。

右の図を見てください。これがこの問題で、起こりうるこ

とを全て書いた樹形図です。全部で起こりうることは 4通り

ということですね。そして、これらの 4通りの出来事は、起

こりやすさは同じ、つまり同様に確からしいですよね。
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次は、この問題で注目している出来事は何通りあるのか調

10円 100円

表
表

裏

裏
表

裏

べますよね。今できたばかりの樹形図を見ながら調べること

にしましょう。

この問題で注目しているのは、「10円は裏、100円は表」と

なる出来事ですね。では右の図を見てください。わかりやす

くするために、「10円は裏、100円は表」となる出来事をあら

わしている部分だけ、枝を太くしておきました。右の樹形図

でわかるように、「10円は裏、100円は表」となる出来事は 1

通りですよね。

以上で必要な調査は終わりました。起こりうる出来事は全部で 4通りで、これらの 4通

りの出来事は全て同様に確からしくなっています。そして、注目している出来事は 1通り

です。ですから、

10円は裏、100円は表となる確率 = 1
4

となりますね。

問 13. 10円硬貨を 1枚と 100円硬貨を 1枚用意し、同時に投げる実験をします。

(1) 10円硬貨は表、100円硬貨は表となる確率を求めなさい。

(2) 表と裏が 1枚ずつ出る確率を求めなさい。

答えを見る

例題 7 10円硬貨を 2枚用意しておき、同時に投げる実験をします。このとき、表と裏が

1枚ずつ出る確率を求めなさい。

解答

11ページの例題 2で、「10円硬貨を 2枚用意しておき、同時に投げる実験」の話を学び

ましたよね。そのとき、2人の人、Aさんと B君に意見を聞きました。（どんな話だった
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か忘れてしまった人は、すぐに復習してください。) 2人の意見を思い出して見ることに

しましょう。

Aさんは、起こりうることは、

「2枚とも表が出る」、1枚は表が出て 1枚は裏が出る」、「2枚とも裏が出る」

であると考えました。（これ、うそじゃないですよね。10円を 2枚投げれば、必ずこのど

れかが起こりますよね。）というわけで、起こりうることは全部で 3通りということにな

りました。

B君は、2枚の 10円は「違う 10円」なので、まず 2

10円その 1 10円その 2

表
表

裏

裏
表

裏

枚の 10円をそれぞれ「10円その 1」、「10円その 2」と

呼んで区別することにしました。そして右のような樹形

図を作り、起こりうることは全部で 4通りあると言った

のでした。

ところで、確率の値を求めるには、まず、起こりうる

事が全部で何通りあるのか調べないといけないわけです

が、Aさんの考えでは 3通りで、B君の考えでは 4通り

となっていますよね。どちらの人の考えを採用したらよいのでしょうか。ではあなた、悩

んで考えてください。3分待ちます。

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

はい、3 分たちました。では、どちらの人の考えよいのかあなたに教えることにしま

しょう。

この例題では、B君の考えを採用しなければならないのです。以前、22ページで、大事

なことがまとめられていました。「確率の値を考えるときには、起こりやすさが同じこと
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を対等に扱わなくてはならない」という話でしたね。Aさんの考えた 3通りの出来事は、

起こりやすさは同じではないのです。「1枚は表が出て 1枚は裏が出る」という出来事は

「2 枚とも表が出る」という出来事や「2 枚とも裏が出る」という出来事より起こりやす

いのです。ですから、確率のことを考えるとき、Aさんの考えは採用できないのです。一

方、B君の考えた 4通りの出来事は起こりやすさはすべて同じなのです。ですから B君

の考えが採用されるのです。

ここまで、一番大切な話をしてきました。それではいよいよこの問題の答えを求めてい

くことにしましょう。

もう一度 B 君の作った樹形図を見ることにしましょ

10円その 1 10円その 2

表
表

裏 ⃝

裏
表 ⃝

裏

う。あなたのために右に書いておきました。

この樹形図を見るとわかるように、起こりうることは

全部で 4通りです。そして、これらの 4通りの出来事は

全て同様に確からしいのですね。

この問題で注目している出来事は、「1枚は表、1枚は

裏になる」という出来事でしたね。右の樹形図では、こ

のような出来事の横に丸印をつけておきました。2通り

ですよね。

ですから、

1枚は表、1枚は裏になる確率 = 2
4

= 1
2

となりますね。
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問 14. 1枚の 100円硬貨を 2枚用意しておき、2回投げる実験をします。

(1) 1回目に表、2回目に裏が出る確率を求めなさい。

(2) 1回目に裏、2回目に表が出る確率を求めなさい。

(3) とにかく表と裏が 1回ずつ出る確率を求めなさい。

答えを見る

例題 8 大、小 2つのサイコロを用意し、同時に投げる実験をします。このとき、出た目

の和が 5となる確率を求めなさい。

解答

確率を求めるときは、

• まず、起こりうる出来事が全部で何通りあるのか調べ、

• 次に、注目している出来事は何通りあるのか調べ、

• 最後に、
注目している出来事は何通りあるのか
起こりうる出来事が全部で何通りあるのか

という分数を作ればよいのでしたね。

では、この通りに調べていくことにしましょう。

まず、起こりうる出来事が全部で何通りあるのか調べます。樹形図を作っていくことに

しましょう。
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大きいサイコロには 1から 6までの目があ
大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

2

3

4

5

6

ります。ですから、大きいサイコロのことだ

けを気にしてみると、とりあえず、右のよう

な図ができます。なんか、かなり縦に長い樹

形図になりそうですね。

では次に、小さいサイコロのことを気にすることにしましょう。

例えば、大きいサイコロの目が 1になって
大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4

5

6

2

3

4

5

6

いたとしても、小さいサイコロの目にはいろ

いろな可能性があります。小さいサイコロの

目は 1 でもよいですし、2 でもよいですし、

3 でもよいですし、4 でもよいですし、5 で

もよいですし、6でもよいわけです。そこで、

大きいサイコロの目が 1の所から、枝を 6本

伸ばしてさっきの樹形図の続きを作ってみま

す。すると右の図のようになります。



1.2 確率ってなに？（その 1） 31

今度は、大きいサイコロの目が 2になって
大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4

5

6

2

1

2

3

4

5

6

3

4

5

6

いる所を作ってみます。このときもやはり、

小さいサイコロの目にはいろいろな可能性が

あります。小さいサイコロの目は 1でもよい

ですし、2 でもよいですし、3 でもよいです

し、4でもよいですし、5でもよいですし、6

でもよいわけです。そこで、大きいサイコロ

の目が 2の所から、枝を 6本伸ばしてさっき

の樹形図の続きを作ってみます。すると右の

図のようになります。

この先も同じように続けていけばよいのですが、どんどん縦に長くなり、どんどん書く

ところがなくなっていきそうです。そこで、大きいサイコロの目ごとに樹形図を分けて、

並べて書くことにします。つまり、 次の図のようにするわけです。

大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

2

1

2

3

4

5

6
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大きいサイコロ 小さいサイコロ

3

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

4

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

5

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

6

1

2

3

4

5

6

これで樹形図は完成しました。樹形図を見て数えてみると、起こりうることは全部で

36通りあることがわかリます。（大きいサイコロの目が 1の図を見ると、1の所から枝が

6本出ています。大きいサイコロの目が 2の図を見てもと、2の所から枝が 6本出ていま

す。そして、大きいサイコロの目が 3の図を見ても、4の図を見ても、5の図を見ても、6

の図を見てもやはり枝は 6本出ています。こういうことに気付いた人は、6 × 6 = 36 と

計算してもよいですね。）これらの 36 通りの出来事は、どれも起こりやすさは同じはず

です。

次に、注目している出来事は何通りあるのか調べてみましょう。たしか、「出る目の和

が 5になる」という出来事に注目しているのでしたね。さっきできたばかりの樹形図をも

う一度よく見て、慎重に調べて見ます。

まず、大きいサイコロの目が 1 の図を見ましょう。目の和が 5 になる所を探すわけで

す。すると、小さいサイコロは 4でなくてはいけませんね。というわけで。次の図のよう

に、見つけたところ（大きいサイコロが 1、小さいサイコロが 4のところ）に丸印をつけ
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ることにします。

大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4 ⃝

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

2

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

3

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

4

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

5

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

6

1

2

3

4

5

6

次は、大きいサイコロの目が 2 の図を見ましょう。目の和が 5 になる所を探すわけで

す。すると、小さいサイコロは 3でなくてはいけませんね。というわけで。次の図のよう

に、見つけたところに丸印をつけておきます。
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大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4 ⃝

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

2

1

2

3 ⃝

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

3

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

4

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

5

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

6

1

2

3

4

5

6

この調子で、大きいサイコロの目が 3の図、4の図、5の図、6の図でも目の和が 5に

なる所を探して丸印をつけます。（念のために言っておきますが、大きいサイコロの目が

5の図と 6の図では、どこにも丸印はつけられないということはわかりますよね。）する

と、次の図のようになります。
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大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4 ⃝

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

2

1

2

3 ⃝

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

3

1

2 ⃝

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

4

1 ⃝

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

5

1

2

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

6

1

2

3

4

5

6

というわけで、出る目の和が 5 になるという出来事は全部で 4 通りであるということ

がわかりました。以上で、「出る目の和が 5になる l確率」を求めるための準備が終わり

です。

この実験では、起こりうる出来事は全部で 36通りあり、これら 36通りのことは全て同

様に確からしいのでしたね。また、出る目の和が 5になる出来事に注目しているわけです
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が、そのような出来事は 4通りあるのでしたね。ですから、

出る目の和が 5になる確率 = 4
36

= 1
9

ということになります。

これでこの問題は解決しました。

補足：樹形図ではなく表を作って調べる方法

この解答では起こりうること調べるために樹形図を作りました。ですが、いつでも必ず

樹形図を作らなければならないということもありません。起こりうることを調べるため

に、表をを作って調べることもあります。この問題では、例えば次のような表を作るので

す。

大
小

1 2 3 4 5 6

1 （1, 1） (1, 2) (1, 3) (1, 4) (1, 5) (1, 6)

2 （2, 1） (2, 2) (2, 3) (2, 4) (2, 5) (2, 6)

3 （3, 1） (3, 2) (3, 3) (3, 4) (3, 5) (3, 6)

4 （4, 1） (4, 2) (4, 3) (4, 4) (4, 5) (4, 6)

5 （5, 1） (5, 2) (5, 3) (5, 4) (5, 5) (5, 6)

6 （6, 1） (6, 2) (6, 3) (6, 4) (6, 5) (6, 6)

左 の 図 で は 、例 え ば

(4, 5) は、大きいサイコ

ロの目が 4、小さいサイ

コロの目が 5となった出

来事を意味している。

この表には、起こりうる出来事が全て書いてあります。このを見ても、起こりうる出

来事は全部で 36 通りあるということがわかりますね。（縦 6 行、横 6 列の表ですから、

6× 6 = 36という計算をすればよいですよね。）

次に、注目している出来事、つまり「出る目の和が 5になる」という出来事が何通りあ

るのか調べます。この表を見てもわかるように、目の和が 5になるのは次のときです。

(4, 1)、つまり大きいサイコロの目が 4で小さいサイコロの目が 1のとき

(3, 2)、つまり大きいサイコロの目が 3で小さいサイコロの目が 2のとき
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(2, 3)、つまり大きいサイコロの目が 2で小さいサイコロの目が 3のとき

(1, 4)、つまり大きいサイコロの目が 1で小さサイコロの目が 4のとき

つまり、でる目の和が 4になる出来事は 4通りということがわかります。

このようにして、表を作って、「起こりうる出来事は全部で何通りになるのか」という

ことや、「注目している出来事は何通りあるのか」ということを調べることもあるのです。

とにかくこれで、「出る目の和が 5になる確率」を求めるための準備が終わりました。

この実験では、起こりうる出来事は全部で 36通りあり、これら 36通りのことは全て同

様に確からしいのでしたね。また、出る目の和が 5になる出来事に注目しているわけです

が、そのような出来事は 4通りあるのでしたね。ですから、

出る目の和が 5になる確率 = 4
36

= 1
9

ということになります。

問 15. 大、小 2つのサイコロを用意し、同時に投げる実験をします。このとき、次の問

に答えなさい。

(1) 出る目の和が 7になる確率を求めなさい。

(2) 出る目の和が 10以上になる確率を求めなさい。

(3) 出る目の積が 6になる確率を求めなさい。

(4) 同じ目が出る確率を求めなさい。

答えを見る

例題 9 ５本のうち 2本のあたりが入っているくじがあります。このくじを同時に 2本引

くとき、少なくとも 1本があたる確率を求めなさい。

解答

この問題には、「少なくとも 1本があたる」と書いてありました。これ、どういうこと

かわかりますか？念のためこれから説明しておきましょう。
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くじを同時に 2本引くと、「1本もあたらない」とか「1本だけあたる」とか「2本とも

あたる」ということが起こりますね。このうちの、「1本だけあたる」という出来事と「2

本ともあたる」という出来事をあわせた出来事を「少なくとも 1本があたる」といってい

るのです。つまり「少なくとも 1本があたる」というのは、「最悪でも 1本はあたる」とい

うことなのです。わかってもらえたでしょうか。それでは本題に入ることにしましょう。

確率の問題を考えるときは、起
::::::
こ
::::
り
::::
や
::::::
す
::::
さ
::::
の
::::::
同
::::
じ
::::
出
::::::
来
:::: 5本のくじ

1 2︸ ︷︷ ︸
あたり

3⃝ 4⃝ 5⃝︸ ︷︷ ︸
はずれ

事
::::
を
::::::
対
::::
等
::::
に
::::::
扱
::::
わ
::::
な
::::::
け
::::
れ
::::
ば
::::::
な
::::
ら
::::
な
::::::
い
::::
のでしたね。そのため

に、右の図のように 5本のくじに番号をつけ 1、 2、 3⃝、

4⃝、 5⃝と呼ぶことにしましょう。また、 1、 2があたり

で、 3⃝、 4⃝、 5⃝がはずれであることにします。そうすると、例えば、 2と 4⃝のくじを引く

と「1本だけあたり」ということになります。また、例えば 3⃝と 4⃝のくじを引くと「1本

もあたらない」ということになりますね。

ではまず、このくじ引きをしたときに起こりうる出来事

1

2 ⃝

3⃝ ⃝

4⃝ ⃝

5⃝ ⃝

2

3⃝ ⃝

4⃝ ⃝

5⃝ ⃝

3⃝
4⃝

5⃝

4⃝ 5⃝

が全部で何通りなのか考えることにしましょう。同
::::
時
::::
に
::::::

2

本引くのでしたね。樹形図を作ってみると右の図のように

なります。（もう、樹形図の作り方は教えません。どうやっ

て樹形図を作るのかわからない人は、今すぐ、せめて例題

4を復習してください。先を読んではいけません。）

この樹形図を見ると、起
::::::
こ
::::::
り
::::
う
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::
全
::::
部
::::::
で
::::::

10
::::::::
通
::::

り
::::
あることがわかります。そしてこれらの 10 通りの出来

事は全て同様に確からしいわけです。

この樹形図では、注目している出来事（つまり「少なく

とも 1本はあたるという出来事）に丸印をつけておきまし

た。（念のため、少し説明しておきましょう。「少なくとも

1本はあたるというのは「1本だけあたる」のでもよいですし、「2本ともあたる」という

のでもよいわけです。 1と 2があたりなのですから、とにかく 1や 2が 1個でも出てい

ればよいわけです。） この樹形図から、注
::::
目
::::::
し
::::
て
::::
い
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::
は
::::::

7
::::
通
::::
り
::::::
であることがわかり
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ます。

これで、確率を求めるための準備が終わりました。以上の調査から、

少なくとも 1本あたる確率 = 7
10

となりますね。

問 16. 1、2、3、4の数が 1つずつ記入されている 4枚のカードがあるとします。この

4枚のカードをよく切って同時に 2枚を取り出す実験をします。少なくとも 1枚が偶数の

カードになっている確率を求めなさい。 答えを見る

例題 10 5本のうち 2本のあたりが入っているくじがあります。このくじを Aさんと B

さんがそれぞれ引くことにしますが、初めに Aさんが引き、次に Bさんが引くことにし

ます。ただし、このくじ引きは、普通のくじ引きと同じように、一度引いたくじはもとに

は戻しません。以下の問に答えなさい。

(1) Aさんはあたり、Bさんははずれる確率を求めなさい。

(2) Aさんはあたり、Bさんもあたる確率を求めなさい。

(3) とにかく Aさんはあたる確率を求めなさい。つまり、Aさんはあたりくじを引き、

Bさんはあたりでもはずれでもよい確率を求めなさい。

(4) とにかく Bさんはあたる確率を求めなさい。つまり、Aさんはあたりでもはずれ

でもよく、Bさんはあたりくじを引く確率を求めなさい。

(5) (3) と (4) の答えを求めることができた人のための問題です。このくじ引きでは、

初めにくじを引く人と、あとからくじを引く人ではどちらが有利だと思いますか。

解答

この例題は、前に学習した例題 9 と似ていますよね。もう一度例題 9 の問題文を読ん

でみてください。どちらの例題も、5本のくじから 2本のくじを引く実験をしていますよ

ね。しかし、違いもあります。前の、例題 9は、くじを同時に 2本引く話でしたが、この
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例題は 2人の人、Aさんと Bさんが順番に 1本ずつくじを引くのですね。このことに注

意して、この例題のように Aさんと Bさんが順番に 1本ずつくじを引くとき、起こりう

る出来事が全部で何通りあるのか、樹形図を作って調べることにしましょう。

確
::::::::
率
::::::
の
::::
計
::::
算
::::::
で
::::
は
::::
、
::::
起
::::::
こ
::::
り
::::
や
::::
す
::::::
さ
::::
が
::::
同
::::
じ
::::::
出
::::
来
::::
事
::::
を
::::::
対
::::

A さん B さん

1

2

3⃝

4⃝

5⃝

2

1

3⃝

4⃝

5⃝

3⃝

1

2

4⃝

5⃝

4⃝

1

2

3⃝

5⃝

5⃝

1

2

3⃝

4⃝

等
::::
に
::::::
扱
::::
わ
::::
な
::::
け
::::::
れ
::::
ば
::::
な
::::::
ら
::::
な
::::
い
::::
ので、5本のくじに番号

をつけて、1、2、3⃝、4⃝、5⃝と呼ぶことにしましょ

う。また、 1、 2があたりで、 3⃝、 4⃝、 5⃝がはずれ

であることにします。

では、右の図を見てください。これが完成した樹

形図です。この樹形図には,、このくじを Aさん、B

さんの順に引くときに起こりうる出来事が全て書か

れています。もう、今さらこの樹形図の作り方を詳

しく教えている余裕はありませんが、念のため、少

しだけ注意をしておきます。Aさんがくじを引くと

くじは 1本減るので、残っているくじは 4本になり

ます。つまり、Bさんは、残っている 4本のくじの

中からくじを引くわけです。ですから樹形図では、

Aさんの引いたくじの番号から、必ず 4本の枝が出

ているのです。

この樹形図から、起
::::
こ
::::::
り
::::::
う
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::
全
::::
部
::::::
で
::::::

20
::::

通
::::
り
::::::
であることがわかりますね。

それではこれから、(1) から (5) の問について順

番に考えていくことにしましょう。
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(1) A さんはあたり、B さんははずれる確率を求め
A さん B さん

1

2

3⃝ ⃝

4⃝ ⃝

5⃝ ⃝

2

1

3⃝ ⃝

4⃝ ⃝

5⃝ ⃝

3⃝

1

2

4⃝

5⃝

4⃝

1

2

3⃝

5⃝

5⃝

1

2

3⃝

4⃝

る問題ですね。

A さんはあたるので 1か 2を引いていることに

なります。Bさんははずれるので、 3⃝、 4⃝、 5⃝の

どれかを引いていることになります。では、右

の樹形図を見て下さい。樹形図を慎重に見なが

ら、このような出来事に丸印をつけてみました。

A
::::::
さ
::::
ん
::::
は
::::::
あ
::::
た
::::
り
::::
、
::::::

B
::::
さ
::::::
ん
::::
は
::::
は
::::::::
ず
::::
れ
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::

6
::::

通
::::
り
::::::
ありますね。

というわけで、

Aさんはあたり、Bさんははずれる確率 = 6
20

= 3
10

となりますね。
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(2) A さんはあたり、B さんもあたる確率を求める
A さん B さん

1

2 ⃝

3⃝

4⃝

5⃝

2

1 ⃝

3⃝

4⃝

5⃝

3⃝

1

2

4⃝

5⃝

4⃝

1

2

3⃝

5⃝

5⃝

1

2

3⃝

4⃝

問題ですね。

A さんはあたるので 1か 2を引いていることに

なります。B さんもあたるので 1か 2を引いて

いることになります。では、右の樹形図を見て

下さい。樹形図を慎重に見ながら、このような出

来事に丸印をつけてみました。A
::::
さ
::::
ん
::::::
は
::::
あ
::::
た
::::
り
::::::
、
::

B
::::
さ
::::::
ん
::::
も
::::
あ
::::
た
::::::
る
::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::

2
::::
通
::::
り
::::::
ありますね。

というわけで、

Aさんはあたり、Bさんもあたる確率 = 2
20

= 1
10

となりますね。
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(3) とにかく A さんはあたる確率を求める問題で
A さん B さん

1

2 ⃝

3⃝ ⃝

4⃝ ⃝

5⃝ ⃝

2

1 ⃝

3⃝ ⃝

4⃝ ⃝

5⃝ ⃝

3⃝

1

2

4⃝

5⃝

4⃝

1

2

3⃝

5⃝

5⃝

1

2

3⃝

4⃝

すね。

A さんはあたるので 1か 2を引いていることに

なります。B さんはあたりでもはずれでもよい

ので、1、2、 3⃝、 4⃝、 5⃝のどれでもよいことに

なります。では、右の樹形図を見て下さい。樹

形図を慎重に見ながら、このような出来事に丸

印をつけてみました。と
::::
に
::::
か
::::::
く
::::::

A
::::
さ
::::
ん
::::::
は
::::
あ
::::
た
::::
る
::::::

出
::::
来
::::::
事
::::::
は
::::::

8
::
通
::::::
り
::::
ありますね。

というわけで、

とにかく Aさんはあたる確率 = 8
20

= 2
5

となりますね。
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(4) とにかく B さんはあたる確率を求める問題で
A さん B さん

1

2 ⃝

3⃝

4⃝

5⃝

2

1 ⃝

3⃝

4⃝

5⃝

3⃝

1 ⃝

2 ⃝

4⃝

5⃝

4⃝

1 ⃝

2 ⃝

3⃝

5⃝

5⃝

1 ⃝

2 ⃝

3⃝

4⃝

すね。

A さんはあたりでもはずれでもよいので、 1、

2、 3⃝、 4⃝、 5⃝のどれでもよいことになります。

B さんはあたるので 1か 2を引いていることに

なります。では、右の樹形図を見て下さい。樹

形図を慎重に見ながら、このような出来事に丸

印をつけてみました。と
::::
に
::::
か
::::::
く
::::::

B
::::
さ
::::
ん
::::::
は
::::
あ
::::
た
::::
る
::::::

出
::::
来
::::::
事
::::::
は
::::::

8
::
通
::::::
り
::::
ありますね。

というわけで、

とにかく Bさんはあたる確率 = 8
20

= 2
5

となりますね。

(5) このくじ引きは、先に引く人とあとから引く人ではどちらが有利なのかという問題

ですね。
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この問題では、先にくじを引くのは Aさんでした。そして、(3)を解いた人は、

とにかく Aさんはあたる確率 = 2
5

であることがわかりましたね。

この問題では、あとからくじを引くのは Bさんでした。そして、(4)を解いた人は、

とにかく Bさんはあたる確率 = 2
5

であることがわかりましたね。

つまり、このくじ引きでは、先に引いてもあとから引いてもあたる確率は 2
5
なの

です。ですからどちらが有利ということはありません。先にひいても、あとから引

いても、あたりやすさは同じだったのです。

問 17. 6 本のうち 2 本のあたりが入っているくじがあります。このくじを A さんと B

さんがそれぞれ引くことにしますが、初めに Aさんが引き、次に Bさんが引くことにし

ます。ただし、このくじ引きは、普通のくじ引きと同じように、一度引いたくじはもとに

は戻しません。樹形図をまじめに作って、以下の問に答えなさい。

(1) Aさんははずれ、Bさんはあたる確率を求めなさい。

(2) Aさんはあたり、Bさんもあたる確率を求めなさい。

(3) とにかく Aさんはあたる確率を求めなさい。つまり、Aさんはあたりくじを引き、

Bさんはあたりでもはずれでもよい確率を求めなさい。

(4) とにかく Bさんはあたる確率を求めなさい。つまり、Aさんはあたりでもはずれ

でもよく、Bさんはあたりくじを引く確率を求めなさい。

(5) (3) と (4) の答えを求めることができた人のための問題です。このくじ引きでは、

初めにくじを引く人と、あとからくじを引く人ではどちらが有利だと思いますか。

答えを見る
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1.3 確率の値には何か制限があるのかな？

これまでいろいろな問題で確率の値を求めてきましたがね。そこであなたに質問です。

これまでの経験をもとに答えてください。

質問 1 確率の値がマイナスになったことはありましたか。

質問 2 確率の値が 1より大きくなったことはありましたか。

さあ、どうですか？今まで解いてきた問題をよく思い出してください。確率の値がマ

イナスになったことはありませんね。また確率の値が 1 より大きくなったこともありま

せんね。これには、何か意味があるのでしょうか。そこで、初心に帰って、そもそも確率

とは何なのかということを思い出してください。忘れてしまった人は、??ページの「確

率ってそもそもなに？ (その 1)」をよく復習してください。それを復習してもわからない

人は、前の節を全部よく復習してください。わからないまま先に進んではいけません。で

は、ちゃんと理解できている人だけ、先に進むことにしましょう。

確率とはそもそも、

• まず、起こりうる出来事が全部で何通りあるのか調べ、

• 次に、注目している出来事は何通りあるのか調べ、

• 最後に、
注目している出来事は何通りあるのか

起こりうる出来事が全部で何通りあるのか

という分数を作ってできる数のことでしたね。

そこで、
注目している出来事は何通りあるのか
起こりうる出来事が全部で何通りあるのか

という分数について理論的に詳しく考えてみましょう。

分子の「注目している出来事は何通りあるのか」という数は絶対に 0 以上の数ですよ

ね。また分母の「起こりうる出来事が全部で何通りあるのか」という数は絶対にプラスの
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数（つまり 0より大きい数）ですよね。ということは、この分数って、

0以上の数
プラスの数

ということになります。この分数、どう考えても、マイナスにはならないですよね。これ

で、なぜ、確率の値がマイナスにはならないのかということの理由がわかりました。

今度は、分子の「注目している出来事は何通りあるのか」という数と、分母の「起こり

うる出来事が全部で何通りあるのか」という数はどちらが大きいのか考えてみましょう。

それはもちろん、「注目している出来事は何通りあるのか」という数が「起こりうる出来

事が全部で何通りあるのか」という数より大きいはずはないですね。ですから、この分数

では、分子が分母より大きいことはないのです。だったら、この分数が 1より大きくなる

ことはありませんね。これで、なぜ、確率の値が 1より大きくならないのかということの

理由がわかりました。

これで、質問 1と質問 2についての謎は解決です。

確率の値について、もう少し詳しく考えてみます。

質問 3 確率の値が 0になることはあるのでしょうか。

確率は、何度もいっているように、

注目している出来事は何通りあるのか
起こりうる出来事が全部で何通りあるのか

として計算される分数のことですね。ところで、ある分数が 0になっているとしたら、そ

の分数の分子は 0ということですよね。ということは、確率の値が 0になるのは、「注目

している出来事は何通りあるのか」という数が 0になっているときですね。つまり、「い

ま注目している出来事」が 0通りのときに確率は 0になるのです。。言い換えると、絶対

に起こらない出来事に注目していると確率は 0になるいうことです。ですから、確率の値

が 0になるのは、「絶対に起こらないことが起きる確率」を考えたときなのです。

質問 4 確率の値が 1になることはあるのでしょうか。
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確率とは、
注目している出来事は何通りあるのか
起こりうる出来事が全部で何通りあるのか

として計算される分数ですね。分数が 1になるのは、分子と分母が同じときですよね。と

いうことは、確率の値が 1になるのは、「注目している出来事は何通りあるのか」という

数と「起こりうる出来事が全部で何通りあるのか」という数が同じときです。つまり、「今

注目している出来事」が「起こりうる出来事全部のときということです。言い換えると、

「とにかく何かが起きる確率」というものを考えると、確率の値は 1になるのです。

以上、質問 1から質問 4までの話についてきちんと考えた人は、次のことがわかったこ

とになります。

重要な事実：確率の値にはこんな制限がある

(1) 確率の値は 0以上 1以下にしかならない。

(2) 絶対に起こらない出来事の起きる確率は 0である。

(3) とにかく何かが起きる確率は 1である。

1.4 確率ってなに？（その 2）

これまで、いろいろな実験について考え、そのような実験を行ったときにある出来事が

起こる確率のことを考えてきました。これまで考えてきた実験では、ある出来事が起こる

確率を求めるために、「起こりうる出来事は全部で何通りあるのか」ということや注目して

いる出来事は何通りあるのか」ということを数えました。このとき大切なことは、「起こ

りやすさが同じ出来事を対等に数える」ということでしたね。そこであなたに質問です。
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質問 1 1個の画びょうを用意し 1回投げる実験をします。

この実験を行うと、右の図のように「針が下になる

出来事」や「針が上になる出来事」が起こります。ま

た、これ以外の出来事は起こりません。つまり、起

こりうる出来事は 2通りです。ということは、この

実験を行ったとき、「針が下になる出来事が起きる確

率は 1
2
である」と考えてよいでしょうか？

では 10分待ちます。しっかり悩んでください。そして理由をきちんとつけて答えてくだ

さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

はい、10分たちました。考えはまとまりましたか？それでは、この質問 1の答えをあな

たに教えることにしましょう。実は、「針が下になる出来事が起きる確率は 1
2
である」の

かどうか、なんともいえないのです。どういうことか説明しましょう。画びょうを投げる

実験では、たしかに起こりうる出来事は 2通りです。「針が下になる出来事」や「針が上

になる出来事」しか起こりません。そして、「針が下になる出来事」はそのうちの 1通り

です。しかし、「針が下になる出来事」と「針が上になる出来事」は、起こりやすさが同

じなのかどうか簡単にはわからないのです。10円硬貨のように、表と裏が同じようなも

のだったら、表の出やすさと裏の出やすさは同じと考えてよいでしょう。しかし、画びょ

うのように「形がいびつ」なものでは、おそらく「針が下になる出来事」と「針が上にな

る出来事」の起こりやすさは違っているのではないでしょうか。ですから、画びょうを投
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げる実験では、「針が下になる出来事が起きる確率」のようなものを求めるときに、これ

までの私たちが学んできた方法で求めることはできないのです。それでは、いったいどう

やって確率を求めればよいのでしょうか。

「ある実験を行ったときにある出来事が起きる確率」というものは「その実験を行った

ときその出来事の起こりやすさを数で表したもの」ですよね。とにかく、「確率」という

のものは「何か実験をしたときの話」ですよね。だったら、頭の中で考えているだけでは

なくて、本当に実験してみたらどうでしょう。つまり、画びょうを本当に投げてみるので

す。「針が下になるという出来事」がどのぐらい起こるのか、画びょうを投げて調べるの

です。そうすれば、「針が下になる出来事が起きる確率」もわかるのではないでしょうか。

でも、本当に画びょうを投げてみて調べるといっても、具体的にどんな調査をすればよい

のでしょうか。また、何回画びょうを投げればよいでしょう。1回投げるだけでもよいの

でしょうか。

それではまたあなたに質問です。

質問 2 ある画びょうを本当に 1回投げて実験してみたと

ころ、右のように針が下になってとまりました。と

いうことは、この画びょうを投げると、いつでも必ず

針が「下になって止まる」と判断してよいですか？

質問 3 ある画びょうを本当に 2回投げて実験してみたところ、2回とも針が下になって

とまりました。ということは、この画びょうを投げると、いつでも必ず針が「下に

なって止まる」と判断してよいですか？

質問 4 ある画びょうを本当に 3回投げて実験してみたところ、2回は針が下になってと

まり、1 回は針が上になってとまりました。3 回のうち 2 回、針が下になって止

まったのです。ということは、この画びょうでは、針が下にってとまる確率は 2
3

である」と判断してよいですか？

質問 5 ある画びょうを本当に 7回投げて実験してみたところ、7回とも針が上になって
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とまりまりました。つまり、7回のうち 0回、針が下になって止まったのです。と

いうことは、この画びょうでは、針が下にってとまる確率は 0である」と判断して

よいですか？

質問 5 Aさんと Bさんは本当に画びょうを投げる実験をしました。

Aさんはある画びょうをを 100回投げてみたところ、43回針が下になってとまっ

たので、Aさんは「針が下になってとまる確率は 43
100

である」と考えました。

B さんはある画びょうをを 1000 回投げて実験してみたところ、441 回針が下に

なってとまったので、Aさんは「針が下になってとまる確率は 441
1000

である」と考

えました。

あなたは、Aさんと Bさんの考えでは、どちらの人の考えがよいと思いますか

質問は以上です。3日間待ちます。それぞれの質問につ k手よく考えてください。自分

で考えてみたら、あなたの周りにいる人（友人、兄弟、両親など）にも考えを聞いてみて

ください。自分の考えと周りの人の考えは違っているかもしれませんね、あなたはどうし

てそう考えたのか、他の人はどうしてそのように考えたのか理由を話し合って見ましょ

う。では、3日後にお会いしましょう。

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

はい、3 日たちました。自分でよく考えてみましたか？他の人の考えも聞いてみまし

たか？
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それではこれから、現在広く世の中に受け入れられている考えを紹介しましょう。

画びょうを 1回だけ投げてみて針が下になって止まったからといって、「この画びょう

を投げると、いつでも必ず針が下になってとまる」と判断するわけにはいきません。偶

然、針が下になって止まっただけなので、もう一度画びょうを投げると、今度は針が上に

なってとまるかも知れません。

また、画びょうを 2回投げてみて、2回とも針が下になって止まったからといって、「こ

の画びょうを投げると、いつでも必ず針が下になってとまる」と判断するわけにもいきま

せん。偶然、2回とも針が下になって止まっただけなので、もう一度画びょうを投げると、

今度は針が上になってとまるかも知れません。たとえ、次も針が下になったとしても、3

回、4回、5回 · · · と投げていけば、そのうちきっと「針が上になって止まる」というこ

とが起きるでしょう。

さらに、例えば、たまたま「10回投げたら 10回とも針が下になってとまった」という

ことも起きるかも知れません。でもきっと、それも偶然です。10回、20回、30回 · · · と

投げる回数を増やしていけば、いつかきっと「針が上になってとまる」ということが起き

ます。

このようなことからもわかるように、実験は何回も繰り返すことが大切です。実験の回

数が少ないと、「偶然そうなっただけ」なのかも知れないのです。

次の表は、ある人が、本当に、何度も何度も画びょうを投げて、「投げた回数」と「針が

下になって止まった回数」を記録して作ったものです。何と、この人は、この実験を 1000

回も繰り返しています。

投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 · · ·

針が下になって

止まった回数
6 8 15 18 21 27 31 · · ·

· · · 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

· · · 47 93 136 179 221 262 306 350 394 438
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私たちは今、「針が下になって止まる」という出来事の「起こりやすさ」について考え

ています。ですから、「針が下になってとまるという出来事が起きた回数」が「投げた回

数全部」のうち、どのぐらいの割合なのかということを知りたいわけです。つまり、

針が下になって止まった回数
投げた回数

という、「針が下になって止まるという出来事が起きた割合」を表す数が知りたいのです。

そこで、さっきの表から、「針が下になって止まるという出来事が起きた割合」を計算し

てみることにしましょう。

では、さっきの表をもう一度見てください。

投げた回数が 10回の所を見ると、針が下になって止まったのは 6回ですね。ですから、

針が下になって止まった割合 = 6
10

= 6÷ 10 = 0.6

となります。

投げた回数が 20回の所を見ると、針が下になって止まったのは 8回ですね。ですから、

針が下になって止まった割合 = 8
20

= 8÷ 20 = 0.4

となります。

投げた回数が 30 回の所を見ると、針が下になって止まったのは 15 回ですね。です

から、

針が下になって止まった割合 = 15
30

= 15÷ 30 = 0.5

となります。

問 18. ここまでの説明をきちんと学んだ人のための問題です。さっきの表の下に、「針

が下になって止まるという出来事が起きた割合」の欄を付け加えて、次のような表にしよ

うと思います。この問の前の説明のまねをして「針が下になって止まった割合」を計算

し、次の表に数値を記入してください。ただし、小数第 4位を四捨五入して、小数第 3位

までの数として答えてください。電卓を使って計算してもかまいません。
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投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 · · ·

針が下になって

止まった回数
6 8 15 18 21 27 31 · · ·

針が下になって

止まった割合
0.600 0.400 0.500 · · ·

· · · 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

· · · 47 93 136 179 221 262 306 350 394 438

· · ·

答えを見る

問 18の表は完成しましたか？表が完成した人だけ、次の表を見てください。間違わず

に計算すると問 18の表は次のようになります。

投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 · · ·

針が下になって

止まった回数
6 8 15 18 21 27 31 · · ·

針が下になって

止まった割合
0.600 0.400 0.500 0.450 0.420 0.450 0.443 · · ·

· · · 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

· · · 47 93 136 179 221 262 306 350 394 438

· · · 0.470 0.465 0.453 0.448 0.442 0.437 0.437 0.438 0.438 0.438

あなたが作った表と比べてください。もし、あなたの作った表が正しく作られていれ

ば、「針が下になって止まった割合」の欄に記入した数は、この表と同じになっているは

ずです。
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というわけで、この表を見ながら話を進めることにしましょう。

投げる回数が 10回、20回、30回、40回、50回程度のときは、「針が下になって止ま

る割合」は、0.600、0.400、0.500、0.450、0.420というように、小数第一位や小数第二位

の数がかなり上下に揺れ動いています。しかし、投げる回数が 600回、700回、800回、

900回、1000回となっていくと、「針が下になってとまる割合」は 0.437、0.437、0.438、

0.438、0.438となっていて、小数第一位や小数第二位の数は変化しません。つまり、投げ

る回数が少ないうちは、「針が下になって止まる割合」は結構増えたり減ったり変化する

のですが、投げる回数が多くなればなるほど、「針が下になって止まる割合」はほとんど

変化しなくなっていきます。この表をみて想像すると、投げる回数をさらに増やして実験

していけば、「針が下になって止まる割合」はきっと 0.438ぐらいの数に近づいていくと

思われますね。

問 19. ペットボトルのふたを 1つ用意して、何度も何度も投げる実験をしてください。

そのとき、ペットボトルのふたが「表になって止まった回数をちゃんと記録して、次の表

を完成してください。ただし、「表になって止まった割合」の欄には、小数第四位を四捨

五入して、小数第三位までの数を記入してください。表が完成したら、表のあとの問にも

答えてください。

投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 · · ·

表になって止ま

った回数
　 　 　 　 　 　 　 · · ·

表になって止ま

った割合
　 　 　 · · ·

· · · 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

· · · 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

· · ·
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あなたが作った表をよく見て答えてください。

(1) 投げる回数が少ないとき、つまり投げる回数が 10回、20回、30回、40回、50回

ぐらいのとき、「表になって止まった割合」の小数第一位や小数第二位の数は結構

変化しましたか？

(2) 投げる回数が多くなったとき、つまり投げる回数が 600回、700回、800回、900

回、1000回ぐらいのとき、「表になって止まった割合」の小数第一位や小数第二位

の数は結構変化しましたか？

(3) 投げる回数を多くすれば多くするほど、「表になって止まった割合」はどんな数に

近づいていくと思われますか。

答えを見る

さて、問 19ではあなたにも本当に実験をしてもらったわけですが、いかがでしたか？

まさか、実験しなかったなんて言わないですよね。数学でも、実際にやってみるというこ

とは大切なことなのです。

それでは、本題に戻りましょう。ここまで、自分の頭を使って考えてきた人は、次のよ

うなことがわかったと思います。

確率ってそもそもなに？ (その 2）

1つの実験を何度も何度もひたすら繰り返したとします。実験の回数が少ないうち

は、「注目している出来事が起こる割合」は結構揺れ動きます。しかし、実験の回

数を多くしていくほど、「注目している出来事の起きる割合」はほとんど揺れ動か

なくなっていき、ある一定の数に近づくということが起こります。（なぜ、そうな

るのかはわからないのですが、この世の中は、どうもそうなっているらしいので

す。）そして、この一定の数を、注目している出来事が起きる確率と考えることに

するのです。つまり、同じことを何度も何度も繰り返したときに、注目した出来事

の起こった割合のことを確率と呼んでいるのです。
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問 20. 以下の問に答えなさい。

(1) 問 18であなたが作った表を見て答えてください。この画びょうを 1回投げる実験

では、「針が下になって止まる」という出来事の起きる確率はどれだけだと考えら

れますか。

(2) 問 19であなたが作った表を見て答えてください。このペットボトルのふたを 1回

投げる実験では、「表になって止まる」という出来事の起きる確率はどれだけだと

考えられますか。

答えを見る

1.5 二つの確率の関係

私たちはこれまでに、二つの種類の「確率」を学びました。

1つは、19ページから始まる 1.2 節で学んだ確率で、次のようなものでした。

確率ってそもそもなに？（その 1）

ある実験をすることにします。このとき、起こりうることが全部で n 通りあると

します。ただし、これらの n通りの出来事は、同様に確からしいとします。（つま

り、n 通りのどの出来事も、起こりやすさは同じになっているとします。) また、

この実験で起こりうる n通りの出来事のうち、注目している出来事が a通りある

とします。

このとき、この実験では、

注目している出来事が起こる確率は a
n
である

と考えることに決めるのです。

覚えていますか。忘れてしまった人は、1.2 節を全て復習してください。

もう 1つは、48ページから始まる 1.4 節で学んだ確率で、次のようなものでした。
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確率ってそもそもなに？ (その 2）

1つの実験を何度も何度もひたすら繰り返したとします。実験の回数が少ないうち

は、「注目している出来事が起こる割合」は結構揺れ動きます。しかし、実験の回

数を多くしていくほど、「注目している出来事の起きる割合」はほとんど揺れ動か

なくなっていき、ある一定の数に近づくということが起こります。（なぜ、そうな

るのかはわからないのですが、この世の中は、どうもそうなっているらしいので

す。)そして、この一定の数を、注目している出来事が起きる確率と考えることに

するのです。つまり、同じことを何度も何度も繰り返したときに、注目した出来事

の起こった割合のことを確率と呼んでいるのです。

覚えていますか。忘れてしまった人は、1.4 節を全て復習してください。

「確率」とひと言で言っても、このように二つの考え方があるわけですね。そこで、こ

の二つの確率の関係を考えるために次のようなことを考えてみようと思います。

疑問 サイコロを 1つ用意し、1回投げる実験をします。そして「5の目が出る」という

出来事に注目します。

「確率ってそもそもなに？（その 1）」の考え方によると、「5の目が出る」という

出来事の起こる確率は 1
6
ですよね。小数にすると 0.16666 · · · ですね。（ここまで

大丈夫ですよね。起こりうることは全部で 6通りあり、これらの 6通りの出来事は

どれも同様に確からしくなっています。そして、注目している出来事、つまり「5

の目が出る」という出来事はもちろん 1通りですね。）

「確率ってそもそもなに？（その 2）」の考え方によると、「5の目が出る」という出

来事の起こる確率を求めるには、何度も何度もサイコロを投げ、「投げた回数」と

「5の目が出た回数」を記録して表を作り、5の目が出た割合を計算する必要があり

ますね。そうしておいて、最後に、「投げる回数が多ければ多いほど、5の目が出る

割合がどんな数に近づいていくのか判断する」わけです。

それでは、「確率ってそもそもなに？（その 1）」の考え方で計算を使って求めた確
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率の値と、「確率ってそもそもなに？（その 2）」の考え方で実験をひたすら繰り返

して求めた確率の値は同じになるのでしょうか。つまり、サイコロをひたすら繰り

返し投げることをしていくと、「5の目が出た割合」はどんどん 0.16666 · · · という

数に近づいていくのでしょうか。

さて、あなたの考えはどうですか？この疑問の答えを知るには、サイコロを何度も何度

も繰り返し投げて、「投げた回数」と「5の目が出た回数」を記録して表を作り、5の目が

出た割合を計算するしかありませんね。では、次の問であなたに実際やってもらうことに

しましょう。

問 21. サイコロを 1つ用意し、1回投げる実験をします。そして「5の目が出る」とい

う出来事に注目します。

「確率ってそもそもなに？（その 1）」の考え方によると、「5の目が出る」という出来事

の起こる確率は 1
6
、つまり 0.16666 · · · です。ところで、「確率ってそもそもなに？（そ

の 2）」の考え方で考えても、「5の目が出る」という出来事の起こる確率は 0.16666 · · · と

なるのでしょうか。このこ疑問について調べるために次のことを行いなさい。

(1) サイコロを 1つ用意し、何度も何度も投げる実験をしてください。そのとき、「5の

目が出た回数」をちゃんと記録して、次の表を完成してください。ただし、「5の目

が出た割合」の欄には、小数第四位を四捨五入して、小数第三位までの数を記入し

てください。

投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 · · ·

5の目が出た回数 　 　 　 　 　 　 　 · · ·

5の目が出た割合 　 　 　 · · ·

· · · 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

· · · 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

· · ·
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(2) (1) であなたが作った表を見て答えなさい。サイコロをさらに 2000 回、3000 回、

4000回 · · · と投げていくと、「5の目が出た割合」はどんな数に近づいていくよう

な気がしますか？

答えを見る
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問の解答

問 1. 『右のように、トランプのカードの中

から、「ハートのエース」、「クラブの 5」、「ス

ペードの 10」の 3 枚を用意します。これら

のカードをよくまぜてから 1枚引くという実

験をするとどんな出来事が起こりうるでしょ

うか。起こりうることを全て書きなさい。また、起こりうることは全部で何通りなのか答

えなさい。』という問題でした。

起こりうることは

• ハートのエースが出る

• クラブの 5が出る

• スペードの 10が出る

です。

ですから起こりうることは 3通りです。 本文へ戻る

問 2. 『1 セットのトランプからジョーカーを除いておき、よく切ってから 1 枚引きま

す。起こりうることは全部で何通りですか。』という問題でした。

ジョーカーを除くと、トランプのカードには 4種類の柄（スペード、クラブ、ハート、

ダイヤ）があります。そしてどの柄にも 1から 10の番号のついたカードと J、Q、Kの

カード（絵札）があります。つまり、どの柄にも 13枚のカードがあります。ですから全

部で 4× 13 = 52枚のカードがあるわけです。
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ですから 1 セットのトランプからジョーカーを除いておき、よく切ってから 1 枚引く

と、起こりうることは全部で 52通りです。 本文へ戻る

問 3. 『Aさん、Bさんの 2人がじゃんけんをします。樹形図を作って、起こりうるこ

とはどんなことなのか全て調べなさい。』という問題でした。

この場合、樹形図を作ると右のようになります。
A さん Ｂさん

グー

グー

チョキ

パー

チョキ

グー

チョキ

パー

パー

グー

チョキ

パー

じゃんけんでは、どの人も「グーを出す」、「チョキを出す」、

「パーを出す」ということができます。ですから Aさんはもち

ろん「グーを出す」こともできますし、「チョキを出す」を出す

こともできますし、「パーを出す」を出すこともできます。で

すからこの樹形図では「Aさん」の下に、縦に「グー」、「チョ

キ」、「パー」が並んでいるのです。

また Aさんが何を出そうと、Bさんは「グーを出す」ことも

できますし、「チョキを出す」を出すこともできますし、「パー

を出す」を出すこともできます。ですから、Aさんの出す手の

後ろから必ず 3本の枝が出ているのです。

起こりうることはこの樹形図に全て書かれています。全部で 9通りの出来事が起こりう

るのです。 本文へ戻る

問 4. 『1、2、3、4の数が 1つずつ記入されている 4枚のカードがあるとします。これ

らのカードをよく切ってまず 1枚引き、出たカードの数を覚えます。次は、さっき引いた

カードはもとへ戻さないで、もう 1枚カードを引き出たカードの数を覚えます。（合計で

2枚のカードを引いていますよね。）樹形図を作って、起こりうることはどんなことなのか

全て調べなさい。』という問題でした。
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この場合、樹形図を作ると右のようになります。
1 回め 2 回め

1

2

3

4

2

1

3

4

3

1

2

4

4

1

2

3

カードを 2回ひくわけですね。

1回めには「1のカードが出る」こともありますし、「2のカード

が出る」こともありますし、「3 のカードが出る」こともあります

し、「4のカードが出る」こともあります。ですから、「1回目」の

下に、縦に「1」、「2」、「3」、「4」が並んでいるのです。

例えば 1回目に「2のカード」がでたとき、2回目には「1のカー

ドが出る」こともありますし、「3 のカードが出る」こともありま

すし、「4のカードが出る」こともあります。注意してください。こ
::::

の
::::
問
::::::
題
::::::
で
::::
は
::::::

1
::::
回
::::
目
::::
に
::::::
出
::::
た
::::
カ
::::
ー
::::::
ド
::::
は
::::
も
::::
と
::::::
へ
::::
戻
::::
さ
::::
な
::::::
い
::::
の
::::
で
::::::

2
::::
回
::::
目
::::
に
::::::::
「

::
2
::

の
::::
カ
::::::::
ー
::::::
ド
::::
が
::::
出
::::::
る
::::
」
::::
こ
::::
と
::::::
は
::::
あ
::::
り
::::
ま
::::::
せ
::::
ん
::::
。
::
ですから樹形図の「1回目の

2」の後ろに再び「2」を書くわけにはいかないのです。というわけ

で、「1回目の 2」から枝は 3本しか出ません。

このように考えて右の樹形図は作られたのです。樹形図に起こりうることが全て書かれ

ています。全部で 12通りのことが起こりうるのです。 本文へ戻る

問 5. 『例題 2の解答の中に登場した Aさんと B君の考えをよく思い出してください。

そして、次の話を読んで以下の問に答えてください。』という問題でした。

「5本のくじがあり、そのうちの 2本は当たりくじです。このくじを 1回引きます。こ

のとき起こりうることはどんなことですか。全部答えなさい。」

(1) 『Aさんの考えと同じように考えると、起こりうることはどんなことですか。全部

答えなさい。』ということでした。

Aさんの考えと同じように考えると、起こりうることは

「当たる」、「はずれる」

という 2通りの出来事ですね。

(2) 『B君の考えと同じように考えると、起こりうることはどんなことですか。全部答

えなさい。』ということでした。
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B君の考えと同じように考えるには、まず、5本のくじを 1本 1本区別する必要が

あります。つまり 5本のくじに名前を付けて「くじ 1」、「くじ 2」、「くじ 3」、「く

じ 4」、「くじ 5」と区別するのです。そして例えば、「くじ 1」、「くじ 2」はあたり

くじで、「くじ 3」、「くじ 4」、「くじ 5」ははずれくじと考えるのです。

このように考えると、起こりうることは

「くじ 1が出る」、「くじ 2が出る」、「くじ 3が出る」、「くじ 4が出る」、「く

じ 5が出る」

という 5通りの出来事ですね。

本文へ戻る

問 6. 『問 5をきちんと考えた人のための問題です。世の中には起こりやすい出来事も

あれば起こりにくいこともありますよね。このことをしっかり頭に入れてさっきの問 5の

話を続けることにします。』ということでした。

(1) 『問 5の話では、Aさんの考えのように考えるときっと、起こりうる出来事は

「くじが当たる」、「くじが外れる」

の 2通りということになりそうですよね。そこであなたに質問です。「くじが当た

る」という出来事と「くじが外れる」という出来事では、起こりやすさに違いはあ

るでしょうか。』という問題でした。

このくじ引きは、5本中 2本があたりで 3本がはずれです。はずれのほうが多いの

です。ですから、「くじが外れる」という出来事のほうが「くじが当たる」という

出来事より起こりやすいことになります。

(2) 『問 5 の話では、B さんの考えのように考えるときっと次のようになると思われ

ます。つまり、まず 5本のくじに番号をつけて、「くじ 1⃝」、「くじ 2⃝」、「くじ 3⃝」、

「くじ 4⃝」、「くじ 5⃝」と呼ぶことにします。そうすると、起こりうる出来事は、
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「くじ 1⃝が出る」、「くじ 2⃝が出る」、「くじ 3⃝が出る」、「くじ 4⃝が出る」、「く

じ 5⃝が出る」

の 5 通りということになりそうですよね。そこであなたに質問です。この 5 通り

の出来事ですが、起こりやすさに違いはあるでしょうか。』という問題でした。

起こりやすさに違いはありませんね。

本文へ戻る

問 7. 2枚の 10円硬貨を同時に投げる話でした。

(1) 『「2枚とも表が出る」、「1枚は表が出て、もう 1枚は裏が出る」、「2枚とも裏が出

る」という 3通りの出来事があるわけですが、これら 3通りの出来事の起こりやす

さに違いはあるでしょうか。』ということでした。

「1枚は表が出て、もう 1枚は裏が出る」という出来事は「2枚とも表が出る」と

いう出来事や「2枚とも裏が出る」という出来事より起こりやすいですね。

(2) 『2枚の 10円硬貨を区別してまず、「10円その 1」と「10円その 2」と呼ぶことに

します。そう考えれば、「10円その 1は表が出て、10円その 2は表が出る」、「10

円その 1は表が出て、10円その 2は裏が出る」、「10円その 1は裏が出て、10円そ

の 2は表が出る」「10円その 1は裏が出て、10円その 2は裏が出る」という 4通

りの出来事がある事になります。ところで、この 4通りの出来事ですが、起こりや

すさに違いはあるでしょうか。』ということでした。

この 4通りの出来事の起こりやすさに違いはあリませんね。

本文へ戻る
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問 8. 『A、B、C、D、E の 5 人の人の中から委員長
委員長 副委員長

A

B

C

D

E

B

A

C

D

E

C

A

B

D

E

D

A

B

C

E

E

A

B

C

D

と副委員長を 1人ずつ選びます。何通りの選び方があるの

か、樹形図を使って調べなさい。』という問題でした。

例題 3の解答がきちんと理解できた人にはくどい説明は

必要ないでしょう。樹形図は右のようになります。

全部で 20通りあることがわかりますね。

本文へ戻る
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問 9. 『A、B、C、D、Eの 5人の人の中か

1 人目 2 人目 委員のメンバー

A

B A さん、B さん

C A さん、C さん

D A さん、D さん

E A さん、E さん

B

C B さん、C さん

D B さん、D さん

E B さん、E さん

C
D C さん、D さん

E C さん、E さん

D E D さん、E さん

ら 2人の委員を選びます。何通りの選び方があ

るのか、樹形図を使って調べなさい。』という

問題でした。

例題 4の解答がきちんと理解できた人にはく

どい説明は必要ないでしょう。樹形図は右のよ

うになります。

全部で 20通りあることがわかりますね。

本文へ戻る

問 10. 『正しく作られたサイコロを 1 個用意し、1 回投げる実験をします。これから、

「6 の約数が出る」という出来事が起こる確率について考えます。次の問に順に答えるこ

とによって、丁寧に考えていきなさい。』ということでした。

(1) 『この実験では、起こりうることは全部で何通りですか。』という問題でした。

サイコロには 1 の目から 6 の目までがあります。ですから、サイコロを 1 個用意

し、1回投げると

「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「4の目が出る」、「5の

目が出る」、「6の目が出る」

という 6通りの起こりうることがあります。

(2) 『(1) で答えた出来事はどれも同様に確からしいですか。』という問題でした。
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正しく作られたサイコロでは、(1)で答えた出来事の起こりやすさに違いはありま

せんね。こんなとき、数学では「(1) で答えた出来事はどれも同様に確からしい」

と言うのでしたね。

(3) 『この問題の実験では「6の約数が出る」という出来事に注目しているのでしたね。

「6の約数が出る」という出来事は何通りありますか。』という問題でした。

6の約数は 1、2、3、6ですね。ですから「6の約数が出る」出来事というのは

「1の目が出る」、「2の目が出る」、「3の目が出る」、「6の目が出る」

という 4通りあるわけです。

(4) 『もう一度 (1)、(2)、(3)の答えを考えに入れて、「この実験をしたときに 6の約数

が出る確率」を求めなさい。』という問題でした。

(1)、(2)、(3)によると、この実験では起こりうることが全部で 6通りあり、それ

ら 6通りの出来事は同様に確からしくなっていて、注目している出来事は 4通りあ

るわけです。

ですから

6の約数が出る確率 = 4
6

= 2
3

ということになります。

本文へ戻る

問 11. 『1、2、3、4、5、6、7、8、9、10の数を 1つずつ記入した 10枚のカードがあり

ます。このカードをよく切って 1枚引くことにします。次の問に答えなさい。』というこ

とでした。

(1) 『引いたカードが 3の倍数である確率を求めなさい。』という問題でしたね。

• 起こりうることは全部で 10通りでこれら 10通りの出来事は同様に確からしい

• 3の倍数が出るのは「3が出る」、「6が出る」、「9が出る」の 3通り
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ですよね。ということは

引いたカードが 3の倍数である確率 = 3
10

ですね。

(2) 『引いたカードが 8の約数である確率を求めなさい。』という問題でしたね。

• 起こりうることは全部で 10通りでこれら 10通りの出来事は同様に確からしい

• 8の約数が出るのは「1が出る」、「2が出る」、「4が出る」、「8が出る」の 4通り

ですよね。ということは

引いたカードが 8の約数である確率 = 4
10

= 2
5

ですね。

本文へ戻る

問 12. 『ジョーカーを除く 52 枚のトランプのカードをよく切ってから 1 枚引きます。

そのカードがスペードである確率を、次の問に順に答えることによって、丁寧に考えてい

きなさい。』ということでした。

(1) 『起こりうることは全部で何通りありますか。』という問題でしたね。

ジョーカーを除くトランプのカードは 52 枚あり全部違うカードです。ですから、

よく切ってから 1枚引くとき、起こりうることは全部で 52通りあります。

(2) 『起こりうることはどれも同様に確からしいですか。』という問題でしたね。

どれかが出やすくてどれかが出にくいなんてことはありませんね。ですから 52通

りの起こりうることはどれも同様に確からしいと言えます。

(3) 『注目している出来事、つまり「スペードが出る」という出来事は何通りあります

か。』という問題でしたね。

スペードのカードは全部で 13枚あります。ですから「スペードが出る」という出
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来事は 13通りあります。

(4) 『引いたカードがスペードである確率を求めなさい。』という問題でしたね。

• 起こりうることは全部で 52通りでこれら 52通りの出来事は同様に確からしい

• スペードが出るという出来事は 13通り

ですよね。ということは

引いたカードがスペードである確率 = 13
52

= 1
4

ですね。

本文へ戻る

問 13. 10円硬貨を 1枚と 100円硬貨を 1枚用意し、同時に投げる実験についての問題

でした。

(1) 『10円硬貨は表、100円硬貨は表となる確率を求めなさい。』という問題でしたね。

右の樹形図を見てください。

10円 100円

表
表

裏

裏
表

裏

起こりうることはこの樹形図に全て描かれています。

起こりうることは全部で 4通りでこれら 4通りの出来

事はどれも同様に確からしいわけです。

10円硬貨は表、100円硬貨は表となる出来事は右の樹

形図で枝が太くなっているところです。つまり 1通り

あるわけです。

以上の調査から

10円硬貨は表、100円硬貨は表となる確率 = 1
4

ということがわかります。

(2) 『表と裏が 1枚ずつ出る確率を求めなさい。』という問題でしたね。



10円 100円

表
表

裏

裏
表

裏
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右の樹形図を見てください。

起こりうることはこの樹形図に全て描かれています。

起こりうることは全部で 4通りでこれら 4通りの出来

事はどれも同様に確からしいわけです。

表と裏が 1枚ずつ出る出来事は右の樹形図で枝が太く

なっているところです。つまり 2通りあるわけです。

以上の調査から

表と裏が 1枚ずつ出る確率 = 2
4

= 1
2

ということがわかります。

本文へ戻る

問 14. 1枚の 100円硬貨を 2枚用意しておき、2回投げる実験についての問題でした。

(1) 『1回目に表、2回目に裏が出る確率を求めなさい。』ということでした。

右の樹形図を見てください。

1回目 2回目

表
表

裏

裏
表

裏

起こりうることはこの樹形図に全て描かれています。起

こりうることは全部で 4 通りでこれら 4 通りの出来事は

どれも同様に確からしいわけです。

1回目に表、2回目に裏が出る出来事は右の樹形図で枝が

太くなっているところです。つまり 1通りあるわけです。

以上の調査から

1回目に表、2回目に裏が出る確率 = 1
4

ということがわかります。

(2) 『1回目に裏、2回目に表が出る確率を求めなさい。』ということでした。
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右の樹形図を見てください。

1回目 2回目

表
表

裏

裏
表

裏

起こりうることはこの樹形図に全て描かれています。起

こりうることは全部で 4 通りでこれら 4 通りの出来事は

どれも同様に確からしいわけです。

1回目に裏、2回目に表が出る出来事は右の樹形図で枝が

太くなっているところです。つまり 1通りあるわけです。

以上の調査から

1回目に裏、2回目に表が出る確率 = 1
4

ということがわかります。

(3) 『とにかく表と裏が 1回ずつ出る確率を求めなさい。』ということでした。

右の樹形図を見てください。

1回目 2回目

表
表

裏

裏
表

裏

起こりうることはこの樹形図に全て描かれています。起

こりうることは全部で 4 通りでこれら 4 通りの出来事は

どれも同様に確からしいわけです。

とにかく表と裏が 1 回ずつ出る出来事は右の樹形図で

枝が太くなっているところです。つまり 2 通りあるわけ

です。

以上の調査から

とにかく表と裏が 1回ずつ出る確率 = 2
4

= 1
2

ということがわかります。

本文へ戻る
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問 15. 大、小 2つのサイコロを用意し、同時に投げる実験についての問題でした。

(1) 『出る目の和が 7になる確率を求めなさい。』ということでした。次の樹形図を見

てください。

大きいサイコロ 小さいサイコロ

1

1

2

3

4

5

6 ⃝

大きいサイコロ 小さいサイコロ

2

1

2

3

4

5 ⃝

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

3

1

2

3

4 ⃝

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

4

1

2

3 ⃝

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

5

1

2 ⃝

3

4

5

6

大きいサイコロ 小さいサイコロ

6

1 ⃝

2

3

4

5

6

この樹形図には、起こりうることが全て書かれています。数えてみればわかります
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が、起こりうることは全部で 36通りです。

そしてこの樹形図では、慎重に「出る目の和が 7になる出来事」を全て探し、丸印

を付けておきました。間違わないように数えてみると、「出る目の和が 7になる出

来事」は 6通りあることがわかります。

ですから

= 6
36

= 1
6

であることがわかります。

(2) 『出る目の和が 10以上になる確率を求めなさい。』という問題でした。

きっとそろそろあなたも、樹形図や表を作らなくても、起こりうることは全部で 36

とおりであることがわかるようになっていることでしょう。

というわけで、ここではちょっと手抜きをして、樹形図や表を作らないで考えてみ

ることにします。（さっきの樹形図を使ってもいいんですけどね。）

「出る目の和が 10以上になる」と言っても、「出る目の和が 10になる場合」と「出

る目の和が 11になる場合」と「出る目の和が 12になる場合」がありますよね。そ

れぞれの場合にわけて調べてみます。

• 出る目の和が 10になる場合

サイコロの目は一番大きくても 6ですから、サイコロの目が 1とか 2とか 3で

は話になりません。一番小さくても 4なわけです。このことを考えに入れて調

べてみると、

「大のサイコロが 4で小のサイコロが 6」、

「大のサイコロが 5で小のサイコロが 5」、

「大のサイコロが 6で小のサイコロが 4」

という 3通りであることがわかります。

• 出る目の和が 11になる場合

サイコロの目は一番大きくても 6ですから、サイコロの目が 1とか 2とか 3と
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か 4 では話になりません。一番小さくても 5 なわけです。このことを考えに

入れて調べてみると、

「大のサイコロが 5で小のサイコロが 6」、

「大のサイコロが 6で小のサイコロが 5」、

という 2通りであることがわかります。

• 出る目の和が 12になる場合

サイコロの目は一番大きくても 6ですから、サイコロの目が 1とか 2とか 3と

か 4 とか 5 では話になりません。一番小さくても 6 なわけです。このことを

考えに入れて調べてみると、

「大のサイコロが 6で小のサイコロが 6」、

という 1通りであることがわかります。

以上の調査から、「出る目の和が 10以上になる」のは

3 + 2 + 1 = 6通り

であることがわかります。

全部でとにかく起こりうることは 36通りでしたから、

出る目の和が 10以上になる確率 = 6
36

= 1
6

であることがわかります。

(3) 『出る目の積が 6になる確率を求めなさい。』という問題でした。

出る目の積が 6になるのは、

「大のサイコロが 1で小のサイコロが 6」、

「大のサイコロが 2で小のサイコロが 3」、

「大のサイコロが 3で小のサイコロが 2」、

「大のサイコロが 6で小のサイコロが 1」

という 4通りであることがわかります。
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全部でとにかく起こりうることは 36通りでしたから、

出る目の積が 6になる確率 = 4
36

= 1
9

であることがわかります。

(4) 『同じ目が出る確率を求めなさい。』という問題でした。

同じ目が出るのは、

「大のサイコロが 1で小のサイコロが 1」、

「大のサイコロが 2で小のサイコロが 2」、

「大のサイコロが 3で小のサイコロが 3」、

「大のサイコロが 4で小のサイコロが 4」、

「大のサイコロが 5で小のサイコロが 5」、

「大のサイコロが 6で小のサイコロが 6」

という 6通りであることがわかります。

全部でとにかく起こりうることは 36通りでしたから、

同じ目が出る確率 = 6
36

= 1
6

であることがわかります。

本文へ戻る

問 16. 『1、2、3、4の数が 1つずつ記入されている 4枚のカードがあるとします。この

4枚のカードをよく切って同時に 2枚を取り出す実験をします。少なくとも 1枚が偶数の

カードになっている確率を求めなさい。』という問題でした。

まず、念のため確認しておきます。カードをを同時に 2枚とり出すくと、「1枚も偶数

が出ない」とか「1枚だけ偶数」とか「2枚とも偶数」ということが起こりますね。この

うちの、「1枚だけ偶数」という出来事と「2枚とも偶数」という出来事をあわせた出来事

を「少なくとも 1枚が偶数」といっているのですね。
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では右の樹形図を見てください。この樹形図には起こり

1

2⃝ ⃝

3

4⃝ ⃝

2⃝
3 ⃝

4⃝ ⃝

3 4⃝ ⃝

うることが全て書かれています。また、わかりやすくする

ために偶数の番号をまるで囲んであります。そして、「少

なくとも 1枚が偶数となる出来事」の横に丸印を付けてお

きました。

この樹形図を見て間違わないように数えてみると、

起こりうることは全部で 6通り

少なくとも 1枚が偶数のカードになっている出来事は 5通り

であることがわかります。ですから

1枚が偶数のカードになっている確率 = 5
6

ということになります。

本文へ戻る

問 17. 『6本のうち 2本のあたりが入っているくじがあります。このくじを Aさんと B

さんがそれぞれ引くことにしますが、初めに Aさんが引き、次に Bさんが引くことにし

ます。ただし、このくじ引きは、普通のくじ引きと同じように、一度引いたくじはもとに

は戻しません。樹形図をまじめに作って、以下の問に答えなさい。』ということでした。

確率の計算では、起こりやすさが同じ出来事を対等に扱わなければならないので、6本

のくじに番号をつけて、 1、 2、 3⃝、 4⃝、 5⃝、 6⃝と呼ぶことにしましょう。また、 1、 2

があたりで、 3⃝、 4⃝、 5⃝、 6⃝がはずれであることにします。
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(1) 『A さんははずれ、B さんはあたる確率を求め
A さん B さん

1

2

3⃝

4⃝

5⃝

6⃝

2

1

3⃝

4⃝

5⃝

6⃝

3⃝

1 ⃝
2 ⃝
4⃝

5⃝

6⃝

4⃝

1 ⃝
2 ⃝
3⃝

5⃝

6⃝

5⃝

1 ⃝
2 ⃝
3⃝

4⃝

6⃝

6⃝

1 ⃝
2 ⃝
3⃝

4⃝

5⃝

なさい。』ということでした。

右の図を見てください。これが完成した樹形図

です。この樹形図には,、このくじを Aさん、B

さんの順に引くときに起こりうる出来事が全て

書かれています。A さんがくじを引くとくじは

1 本減るので、残っているくじは 4 本になりま

す。つまり、Bさんは、残っている 4本のくじの

中からくじを引くわけです。ですから樹形図で

は、A さんの引いたくじの番号から、必ず 4 本

の枝が出ていることに注意しましょう。

この樹形図から、起
::::::::
こ
::::::
り
::::
う
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::
全
::::
部
::::
で
::::::

30
::::::

通
::::
り
::::::
であることがわかります。

A さんははずれるので 3⃝、 4⃝、 5⃝、 6⃝のどれか

を引いていることになります。B さんはあたる

ので、 1か 2を引いていることになります。で

は、右の樹形図を見て下さい。樹形図を慎重に

見ながら、このような出来事に丸印をつけてみ

ました。A
::::::
さ
::::
ん
::::
は
::::::
は
::::
ず
::::
れ
::::::::
、
::::
B
::::
さ
::::::
ん
::::
は
::::
あ
::::::
た
::::
る
::::
出
::::
来
::::::

事
::::
は
::::::::

8
::::
通
::::
り
::::
ありますね。

というわけで、

Aさんははずれ、Bさんはあたる確率 = 8
30

= 4
15

となりますね。
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(2) 『A さんはあたり、B さんもあたる確率を求め
A さん B さん

1

2 ⃝
3⃝

4⃝

5⃝

6⃝

2

1 ⃝
3⃝

4⃝

5⃝

6⃝

3⃝

1

2

4⃝

5⃝

6⃝

4⃝

1

2

3⃝

5⃝

6⃝

5⃝

1

2

3⃝

4⃝

6⃝

6⃝

1

2

3⃝

4⃝

5⃝

なさい。』ということでした。

右の図を見てください。これが完成した樹形図

です。この樹形図には,、このくじを Aさん、B

さんの順に引くときに起こりうる出来事が全て

書かれています。A さんがくじを引くとくじは

1 本減るので、残っているくじは 4 本になりま

す。つまり、Bさんは、残っている 4本のくじの

中からくじを引くわけです。ですから樹形図で

は、A さんの引いたくじの番号から、必ず 4 本

の枝が出ていることに注意しましょう。

この樹形図から、起
::::::::
こ
::::::
り
::::
う
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::
全
::::
部
::::
で
::::::

30
::::::

通
::::
り
::::::
であることがわかります。

A さんはあたるので 1か 2を引いていることに

なります。B さんもあたるので、 1か 2を引い

ていることになります。では、右の樹形図を見て

下さい。樹形図を慎重に見ながら、このような出

来事に丸印をつけてみました。A
::::
さ
::::
ん
::::::
は
::::
あ
::::
た
::::
り
::::::
、
::

B
::::
さ
::::::
ん
::::
も
::::
あ
::::
た
::::::
る
::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::

2
::::
通
::::
り
::::::
ありますね。

というわけで、

Aさんははずれ、Bさんはあたる確率 = 2
30

= 1
15

となりますね。
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(3) 『とにかく A さんはあたる確率を求めなさい。
A さん B さん

1

2 ⃝
3⃝ ⃝
4⃝ ⃝
5⃝ ⃝
6⃝ ⃝

2

1 ⃝
3⃝ ⃝
4⃝ ⃝
5⃝ ⃝
6⃝ ⃝

3⃝

1

2

4⃝

5⃝

6⃝

4⃝

1

2

3⃝

5⃝

6⃝

5⃝

1

2

3⃝

4⃝

6⃝

6⃝

1

2

3⃝

4⃝

5⃝

つまり、Aさんはあたりくじを引き、Bさんはあ

たりでもはずれでもよい確率を求めなさい。』と

いうことでした。

右の図を見てください。これが完成した樹形図

です。この樹形図には,、このくじを Aさん、B

さんの順に引くときに起こりうる出来事が全て

書かれています。A さんがくじを引くとくじは

1 本減るので、残っているくじは 4 本になりま

す。つまり、Bさんは、残っている 4本のくじの

中からくじを引くわけです。ですから樹形図で

は、A さんの引いたくじの番号から、必ず 4 本

の枝が出ていることに注意しましょう。

この樹形図から、起
::::::::
こ
::::::
り
::::
う
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::
全
::::
部
::::
で
::::::

30
::::::

通
::::
り
::::::
であることがわかります。

A さんはあたるので 1か 2を引いていることに

なります。B さんはあたりでもはずれでもよい

ので、何を引いてもよいことになります。では、

右の樹形図を見て下さい。樹形図を慎重に見な

がら、このような出来事に丸印をつけてみまし

た。A
::::
さ
::::
ん
::::::
は
::::
あ
::::
た
::::::
り
::::
く
::::
じ
::::::::
を
::::
引
::::
き
::::
、
::::::

B
::::
さ
::::::
ん
::::
は
::::
あ
::::
た
::::::

り
::::
で
::::::
も
::::
は
::::
ず
::::::
れ
::::
で
::::::
も
::::
よ
::::
い
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::

10
::::::
通
::::
り
::::::
ありま

すね。

というわけで、

とにかく Aさんはあたる確率 = 10
30

= 1
3

となりますね。
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(4) 『とにかく B さんはあたる確率を求めなさい。
A さん B さん

1

2 ⃝
3⃝

4⃝

5⃝

6⃝

2

1 ⃝
3⃝

4⃝

5⃝

6⃝

3⃝

1 ⃝
2 ⃝
4⃝

5⃝

6⃝

4⃝

1 ⃝
2 ⃝
3⃝

5⃝

6⃝

5⃝

1 ⃝
2 ⃝
3⃝

4⃝

6⃝

6⃝

1 ⃝
2 ⃝
3⃝

4⃝

5⃝

つまり、Aさんはあたりでもはずれでもよく、B

さんはあたりくじを引く確率を求めなさい。』と

いうことでした。

右の図を見てください。これが完成した樹形図

です。この樹形図には,、このくじを Aさん、B

さんの順に引くときに起こりうる出来事が全て

書かれています。A さんがくじを引くとくじは

1 本減るので、残っているくじは 4 本になりま

す。つまり、Bさんは、残っている 4本のくじの

中からくじを引くわけです。ですから樹形図で

は、A さんの引いたくじの番号から、必ず 4 本

の枝が出ていることに注意しましょう。

この樹形図から、起
::::::::
こ
::::::
り
::::
う
::::
る
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::
全
::::
部
::::
で
::::::

30
::::::

通
::::
り
::::::
であることがわかります。

A さんはあたりでもはずれでもよいので、何を

引いてもよいことになります。B さんはあたる

ので 1か 2を引いていることになります。では、

右の樹形図を見て下さい。樹形図を慎重に見な

がら、このような出来事に丸印をつけてみまし

た。A
::::
さ
::::
ん
::::::
は
::::
あ
::::
た
::::::
り
::::
く
::::
じ
::::::::
を
::::
引
::::
き
::::
、
::::::

B
::::
さ
::::::
ん
::::
は
::::
あ
::::
た
::::::

り
::::
で
::::::
も
::::
は
::::
ず
::::::
れ
::::
で
::::::
も
::::
よ
::::
い
::::::
出
::::
来
::::
事
::::::
は
::::::

10
::::::
通
::::
り
::::::
ありま

すね。

というわけで、

とにかく Bさんはあたる確率 = 10
30

= 1
3

となりますね。
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(5) 『(3)と (4)の答えを求めることができた人のための問題です。このくじ引きでは、

初めにくじを引く人と、あとからくじを引く人ではどちらが有利だと思いますか。』

という問題でした。

この問題では、先にくじを引くのは Aさんでした。そして、(3)を解いた人は、

とにかく Aさんはあたる確率 = 1
3

であることがわかりましたね。

この問題では、あとからくじを引くのは Bさんでした。そして、(4) を解いた人は、

とにかく Bさんはあたる確率 = 1
3

であることがわかりました。

つまり、このくじ引きでは、先に引いてもあとから引いてもあたる確率は 1
3
なの

です。ですからどちらが有利ということはありません。先にひいても、あとから引

いても、あたりやすさは同じです。

本文へ戻る

問 18. 本文に戻ってください。この問題の次に答えが書いてあります。 本文へ戻る

問 19. 『ペットボトルのふたを 1 つ用意して、何度も何度も投げる実験をしてくださ

い。そのとき、ペットボトルのふたが「表になって止まった回数をちゃんと記録して、次

の表を完成してください。ただし、「表になって止まった割合」の欄には、小数第四位を

四捨五入して、小数第三位までの数を記入してください。表が完成したら、表のあとの問

にも答えてください。』という問題でした。

この問題は、あなたが実際に「ペットボトルのふたを 1つ用意して、何度も何度も投げ

る実験」をしないとどうしようもありません。人によって得られる数値には微妙な違いが

あることでしょう。

言えることは、
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• 投げる回数が少ない時は「表になって止まった割合」の数値は結構揺れ動くことが

あるけれども投げる回数が多くなるほど「表になって止まった割合」の数値はあま

り揺れ動下なくなる。

• 投げる回数が多くなればなるほど「表になって止まった割合」の数値はある数に近

づいていく。

ということです。

現在日本で使われているペットボトルのふたでは、大抵の場合、「表になって止まった

割合」は 0.19ぐらいになるようです。 本文へ戻る

問 20. 確率の意味に関する問題でした。

(1) 『問 18であなたが作った表を見て答えてください。この画びょうを 1回投げる実

験では、「針が下になって止まる」という出来事の起きる確率はどれだけだと考え

られますか。』ということでしたね。

問 18の表をもう一度次に書いておきます。

投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 · · ·

針が下になって

止まった回数
6 8 15 18 21 27 31 · · ·

針が下になって

止まった割合
0.600 0.400 0.500 0.450 0.420 0.450 0.443 · · ·

· · · 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

· · · 47 93 136 179 221 262 306 350 394 438

· · · 0.470 0.465 0.453 0.448 0.442 0.437 0.437 0.438 0.438 0.438

この表を見ると、「針が下になって止まる」という出来事の起きる割合はどんどん

0.437から 0.438程度の数に近づいていることがわかります。ですから「針が下に

なって止まる」という出来事の起きる確率も 0.437から 0.438程度ということにな
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ります。

(2) 『問 19であなたが作った表を見て答えてください。このペットボトルのふたを 1

回投げる実験では、「表になって止まる」という出来事の起きる確率はどれだけだ

と考えられますか。』ということでしたね。

ペットボトルのふたを 1回投げる実験はあなたに実行してもらったのでした。です

からあなたの得たデータがないと答えようがありません。

しかし、どうも、現在日本で使われているペットボトルのふたでは、大抵の場合、

「表になって止まった割合」は 0.19ぐらいの数に近づくようです。この場合は、「表

になって止まる」という出来事の起きる確率は 0.19ぐらいということになります。

本文へ戻る

問 21. 『サイコロを 1つ用意し、1回投げる実験をします。そして「5の目が出る」と

いう出来事に注目します。

「確率ってそもそもなに？（その 1）」の考え方によると、「5の目が出る」という出来事

の起こる確率は 1
6
、つまり 0.16666 · · · です。ところで、「確率ってそもそもなに？（そ

の 2）」の考え方で考えても、「5の目が出る」という出来事の起こる確率は 0.16666 · · · と

なるのでしょうか。このこ疑問について調べるために実験を行いなさい。』ということで

したが、これはあなたに実際にやってもらうしかありません。

実は面白いことに、正しく作られているサイコロでは、サイコロを 2000回、3000回、

4000回 · · · と投げていくと、「5の目が出た割合」はどんどん 1
6
（つまり 0.1666 · · ·）に

近づいていってしまうのです。

つまり「確率ってそもそもなに？（その 1）」の考え方で計算を使って求めた確率の値

と、「確率ってそもそもなに？（その 2）」の考え方で実験をひたすら繰り返して求めた確

率の値は同じになるのです。 本文へ戻る
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